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倭
名
類
取
水
抄
の
十
巻
本
と
二
十
巻
本
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倭
名
類
取
県
抄
に
は
十
巻
本
と
二
十
巻
本
が
あ
り
、
そ
の
い
ず
れ
を
原
形
と
見
る
か
は
説
が
分
か
れ
る
、
と
す
る
の
が
現
時
点
で
の
大
方

の
見
方
で
あ
ろ
う
。
十
巻
本
と
二
十
巻
本
の
両
種
が
あ
る
こ
と
を
示
し
た
も
の
は
、
十
三
世
紀
後
半
の
『
本
朝
書
籍
目
録
』
に
「
倭
名
類

緊
抄
二
十
巻
源
順
撰
/
和
名
十
巻
」
と
両
本
を
併
記
し
た
の
に
始
ま
る
が
、
二
ハ
一
七
年
(
元
和
3
)
の
古
活
字
本
『
倭
名

類
緊
紗
』
で
も
、
林
羅
山
の
序
に
「
詳
本
」
「
略
本
」
、
那
波
道
円
の
凡
例
に
J
タ
者
」
「
少
者
」
と
両
種
の
存
在
を
示
し
て
い
る
。
た
だ
し
、

こ
こ
で
は
、
い
ず
れ
が
原
形
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
言
及
し
て
い
な
い
。
道
円
は
「
是
書
篇
帳
有
多
少
、
少
者
世
多
伝
君
、
多
者
鏡

存
一
部
而
己
、
但
恐
其
久
而
亡
故
、
命
工
新
刻
藷
」
(
倭
名
類
衆
抄
に
は
十
巻
本
と
二
十
巻
本
が
あ
る
。
十
巻
本
は
世
に
多
く
伝
わ
っ
て
い

る
が
、
二
十
巻
本
は
一
本
し
か
伝
わ
っ
て
い
な
い
。
こ
の
ま
ま
で
は
二
十
巻
本
が
失
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
、
(
古
活
字
本
は
二
十
巻

本
を
も
と
に
)
印
刷
出
版
し
た
)
と
記
し
て
お
り
、
複
数
の
十
巻
本
と
た
だ
一
種
の
二
十
巻
本
を
見
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

古
活
字
本
そ
の
も
の
は
二
十
巻
本
と
し
て
出
版
さ
れ
、
以
後
は
こ
の
系
列
の
板
本
が
流
布
本
と
な
り
、
十
巻
本
に
つ
い
て
は
一
部
の
者

に
し
か
知
ら
れ
ぬ
状
態
が
続
い
た
が
、
一
八

O
一
年
(
享
和
元
)
に
尾
張
本
の
模
刻
で
あ
る
『
尾
州
大
須
宝
生
院
蔵
倭
名
抄
残
篇
』
が
出



倭
名
類
家
抄
の
十
巻
本
と
二
十
巻
本

さ
れ
て
、
部
分
的
に
で
は
あ
る
が
十
巻
本
が
は
じ
め
て
公
刊
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
享
和
板
本
の
政
文
で
稲
葉
通
邦
は
初
め
て
倭
名
類

粟
抄
諸
本
を
比
較
し
て
そ
の
先
後
関
係
を
論
じ
た
。
こ
の
論
は
十
巻
本
原
撰
説
と
し
て
受
け
取
ら
れ
て
い
る
が
、
彼
の
言
う
十
巻
本
は
現

在
普
通
に
言
わ
れ
て
い
る
十
巻
本
と
は
異
な
っ
て
お
り
、
伊
勢
本
の
序
文
に
寸
勅
成
十
巻
」
「
四
十
部
二
百
六
十
八
門
」
と
あ
る
の
が
原
撰

本
で
あ
り
、
尾
張
本
が
こ
れ
に
相
当
す
る
と
す
る
も
の
で
あ
る
(
こ
の
政
文
が
書
か
れ
た
時
点
で
は
尾
張
本
も
「
勅
成
十
巻
L

の
部
分
が

未
だ
発
見
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
何
巻
か
ら
成
る
か
不
明
で
あ
っ
た
)
。
通
邦
の
見
た
伝
本
は
道
円
刊
本
・
伊
勢
本
(
お
よ
び
伊
勢
広

本
)
・
尾
張
本
の
三
種
で
あ
り
、
十
巻
本
の
完
本
は
見
て
お
ら
ず
、
十
巻
本
H
「
少
部
」
本
が
、
十
巻
か
ら
成
る
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
。

ま
た
、
伊
勢
本
・
伊
勢
広
本
は
全
二
十
巻
の
う
ち
、
巻
三
{
)
八
が
「
少
部
本
」
、
そ
れ
以
外
が
「
多
部
本
」
と
い
う
取
り
合
わ
せ
本
で
あ
る

が
、
通
邦
は
巻
二

1
八
が
少
部
本
で
あ
る
と
誤
認
し
て
い
る
。
そ
し
て
尾
張
本
の
部
門
構
成
を
多
部
本
巻
一
及
び
少
部
本
(
実
は
多
部
本
)

巻
二
の
そ
れ
と
比
較
し
て
、
寸
尾
張
本
が
原
形
で
、
少
部
本
・
多
部
本
、
と
も
に
改
変
本
で
あ
る
」
と
結
論
づ
け
た
の
で
あ
る
。

そ
の
後
、
一
八
一
九
年
(
文
政
2
)
の
平
田
篤
胤
の
『
古
史
徴
問
題
記
』
に
十
巻
本
を
初
撰
、
二
十
巻
本
を
源
順
自
身
に
よ
る
増
補
訂

正
改
撰
と
す
る
伴
信
友
の
説
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
両
種
の
諸
本
を
詳
し
く
比
較
考
察
し
て
十
巻
本
原
撰
説
を
打
ち
出
し
た
の
は
狩
谷

被
斎
で
あ
る
。
こ
れ
以
後
一
九
六

O
年
噴
ま
で
、
大
方
の
論
説
は
、
十
巻
本
が
原
撰
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
二
十
巻
本
へ
の
改
編
を

考
究
す
る
も
の
で
あ
っ
た
(
矢
島
三
郎
氏
、
秋
本
吉
郎
氏
、
坂
本
太
郎
氏
等
)
。
早
く
一
九
三
六
年
(
昭
和
日
)
に
和
田
英
松
氏
は
『
本
朝

書
籍
目
録
考
証
』
に
お
い
て
、
二
十
巻
本
が
原
本
に
近
く
、
十
巻
本
は
こ
れ
を
抄
略
し
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
意
見
を
示
し
て
い
る
が
、

の
築
島
裕
氏
の
寸
図
書
寮
本
類
衆
名
義
抄
と
和
名
類
緊
抄
」

二
十
巻
本
原
撰
説
が
論
と
し
て
出
さ
れ
る
の
は
、

一
九
六
三
年
(
昭
和
犯
)

一
九
八

0
年
代
に
は
二
十
巻
本
原
撰
説
を
支
持
す
る
論
が
出
さ
れ
る
が
、
こ
れ
に
対
し

て
、
十
巻
本
原
撰
説
の
側
か
ら
の
目
ぼ
し
い
反
論
は
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
た
め
、
「
二
十
巻
本
を
原
撰
と
す
る
見
方
も
有
力
に
な
っ
た
」

に
始
ま
る
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
、
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等
の
記
述
も
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
実
際
の
と
こ
ろ
は
、
二
十
巻
本
原
撰
と
い
う
説
を
成
り
立
た
せ
る
に
は
種
々
に
仮
説
を
提
示
す
る

必
要
が
あ
り
、

一
方
、
平
凡
な
十
巻
本
原
撰
説
に
は
い
ま
さ
ら
特
異
な
仮
説
を
提
示
す
る
ま
で
も
な
い
こ
と
の
現
れ
だ
と
言
え
な
く
も
な

い
の
で
あ
る
。

倭
名
類
家
抄
に
限
ら
ず
、
複
数
の
諸
本
が
伝
わ
る
文
献
の
初
源
の
状
態
を
探
る
に
は
、
各
諸
本
を
相
互
に
比
較
検
討
し
、
基
礎
的
な
文

献
批
判
を
行
う
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
道
円
の
古
活
字
本
、
板
斎
の
筆
注
本
、
共
に
諸
本
を
参
看
し
、
校
訂
し
た
も
の
で
あ
る
。

と
古
活
字
本
(
二
十
巻
本
)
を
比
較
し
て
論
じ
ら

十
巻
本
・
二
十
巻
本
先
後
の
諸
説
は
多
く
こ
れ
ら
の
成
果
の
上
に
筆
注
本
(
十
巻
本
)

れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
板
斎
以
後
に
お
い
て
も
新
た
に
五
本
の
伝
本
が
見
出
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
相
応
し
て
諸
本
の
関
係
が

筆
者
は
二
十
年
来
、
倭
名
類
緊
抄
の
初
源
を
探
る
べ
く
、
諸
本
を
比
較
検
討
し
て
来
た
。
た
だ
、
早
急
に
十
巻
本
と
二
十
巻
本
の
先
後
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解
明
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

を
決
し
よ
う
と
す
る
の
で
は
な
く
、
十
巻
本
・
二
十
巻
本
の
そ
れ
ぞ
れ
の
祖
形
を
求
め
る
こ
と
を
取
り
敢
え
ず
の
目
的
と
し
、
事
柄
が
両

系
統
の
先
後
に
関
わ
る
問
題
に
立
ち
入
る
時
に
は
、
双
方
の
立
場
に
立
っ
て
両
様
の
解
釈
や
仮
説
を
立
て
る
よ
う
に
努
め
て
来
た
。

十
巻
本
・
二
十
巻
本
の
先
後
を
決
定
す
る
の
に
、
何
ら
か
の
「
証
拠
」
を
提
示
し
て
「
立
証
」
す
る
の
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
で
あ

ろ
う
。
し
か
し
、
結
論
は
寸
十
巻
本
原
撰
」
「
二
十
巻
本
原
撰
L

の
い
ず
れ
か
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
双
方
を
前
提
と
し
て
、
仮
に
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
に
立
っ
て
種
々
の
事
象
を
解
釈
し
、
説
明
可
能
な
仮
説
を
立
て
て
行
け
ば
、
最
終
的
に
は
双
方
で
立
て
ら
れ
た
解
釈
・
仮
説

を
比
較
し
、
よ
り
自
然
な
、
納
得
の
行
く
方
を
「
正
し
い
前
提
L

に
よ
る
も
の
と
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

本
稿
で
は
、
根
斎
以
後
の
諸
氏
に
よ
っ
て
提
示
さ
れ
た
両
系
の
先
後
論
に
つ
い
て
、
二
十
数
項
に
分
け
て
右
に
述
べ
た
方
法
に
よ
る
検

北
大
文
学
部
紀
要



倭
名
類
爽
抄
の
十
巻
本
と
二
十
巻
本

証
を
試
み
る
が
、

そ
の
前
に
、
現
時
点
で
ま
と
め
得
る
倭
名
類
聴
衆
抄
諸
本
の
関
係
を
述
べ
て
お
き
た
い
。

十
巻
本
諸
本
は
、
根
斎
の
挙
げ
た
の
は
京
本
(
及
び
又
」
)
(
科
)
、
伊
勢
料
、
昌
平
料
、
(
陛
膨
料
、
曲
直
瀬
料
、
下
総
料
の
五
本
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
伝
本
の
中
に
は
現
在
所
不
明
の
も
の
も
あ
る
が
、
内
容
は
転
写
本
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
板
斎
以
後
に
見
出
さ

れ
た
伝
本
に
松
井
料
、
高
松
宮
料
が
あ
る
。
京
本
(
完
存
)
、
松
井
本
(
完
存
)
、
伊
勢
本
(
巻
二
丁
八
)
、
高
松
宮
本
(
完
存
)
、
曲
直
瀬

本
第
二
冊
(
巻
三
i
四
)

は
同
類
の
伝
本
で
あ
り
、
京
本
類
と
し
て
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
曲
直
瀬
本
第
一
冊
(
巻
一
|
一
一
)
は
第

二
冊
と
は
異
系
統
で
あ
る
。

十
巻
本
で
完
存
あ
る
い
は
ほ
ぼ
完
存
す
る
も
の
は
京
本
類
と
下
総
本
で
あ
り
、
昌
平
本
は
六
巻
(
巻
一

l
六
)
が
現
存
し
て
い
る
。
こ

れ
ら
を
系
統
的
に
み
れ
ば
、
十
巻
本
は
下
総
本
系
と
昌
平
本
系
に
分
か
れ
、
昌
平
本
系
は
更
に
昌
平
本
と
京
本
類
に
分
か
れ
る
。
ま
た
、

各
本
の
十
巻
本
祖
本
か
ら
の
隔
た
り
を
お
お
よ
そ
の
上
中
下
の
三
段
階
で
示
せ
ば
、
京
本
類
・
昌
平
本
は
「
中
L

、
下
総
本
は
「
下
」
と
な

る
。
下
総
本
は
十
巻
本
本
来
の
体
例
は
守
っ
て
い
る
が
、
増
注
も
少
な
く
な
い
。

尾
張
本
(
巻
一
|
一
己
・
曲
直
瀬
本
第
一
冊
(
巻
一
|
一
一
)
は
ニ
巻
弱
の
現
存
状
況
の
た
め
、
系
統
的
な
位
置
を
確
定
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
が
、
親
疎
開
係
だ
け
で
言
え
ば
下
総
本
系
に
近
い
。
祖
本
と
の
関
係
で
は
尾
張
本
は
っ
上
」
、
曲
直
瀬
本
第
一
冊
は
「
下
」
と
な
る
。

つ
ま
り
、
少
な
く
と
も
二
十
巻
本
と
の
先
後
を
論
ず
る
際
の
「
十
巻
本
L

テ
キ
ス
ト
は
、

右
の
状
況
で
あ
る
の
で
、
十
巻
本
の
祖
形
、

尾
張
本
の
存
す
る
範
囲
で
は
お
お
む
ね
こ
れ
に
従
い
(
他
の
本
も
当
然
参
勘
す
べ
き
で
あ
る
が
)
、

そ
れ
以
外
の
範
囲
で
は
下
総
本
系
と
昌

平
本
系
の
共
通
す
る
所
を
採
り
、
も
し
両
系
背
馳
す
る
と
き
は
十
分
の
寸
批
判
」
を
し
た
上
で
採
り
上
げ
る
必
要
が
あ
る
。

(
お
)

二
十
巻
本
諸
本
は
、
板
斎
の
見
た
の
は
伊
勢
広
本
と
那
波
本
(
道
円
本
H
古
活
字
本
及
び
板
本
)
の
み
で
あ
る
が
、
そ
の
後
見
出
さ
れ



た
も
の
と
し
て
は
高
山
寺
本
、
大
東
急
本
、
そ
し
て
標
目
の
み
を
残
す
名
古
屋
博
物
館
本
が
あ
る
。
校
訂
本
で
あ
る
古
活
字
本
と
標
目
の

み
の
名
古
屋
本
を
別
に
す
る
と
、
伊
勢
広
本
(
巻
一
二
、
九
|
二
十
)
と
大
東
急
本
(
ほ
ぽ
完
存
)
は
非
常
に
近
い
関
係
に
あ
り
、
共

通
祖
本
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
の
共
通
祖
本
は
前
半
(
巻
一
十
)
と
後
半
(
巻
十
一
|
二
十
)
で
異
質
の
も
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
二
十
巻
本
は

A 
本

高
山
寺
本
(
巻
六
十
)

B 
本

伊
勢
広
本
(
巻
一
二
、
九
十
)
、
大
東
急
本
(
巻
一
io--
十
)

C 
本

伊
勢
広
本
(
巻
十
一
ー
ー
二
十
)
、
大
東
急
本
(
巻
十
一

i
二
十
)

の
三
類
に
わ
け
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
、
前
半
部
分
で
十
巻
本
と
の
比
較
の
対
象
と
な
る
の
は
、
高
山
寺
本

(
A
本
)
は
巻
六
九
の
郷
里

部
を
別
に
す
る
と
、
巻
十
の
み
で
あ
り
、

B
本
も
職
官
・
国
郡
等
を
別
に
す
れ
ば
、
巻
一

i
四
と
巻
十
の
五
巻
で
あ
る
。

A
本
と
B
本
で

重
な
り
合
う
の
は
巻
十
の
み
で
あ
る
が
(
し
か
も
B
本
は
巻
十
の
後
半
が
欠
け
て
い
る
)
、
そ
れ
で
も
A
本
が
古
形
で
、

B
本
が
A
本
を
元

に
し
て
改
変
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
容
易
に
推
量
さ
れ
る
。

A
本、

B
本
と
重
な
り
合
う
と
こ
ろ
が
全
く
無
い
の
で
、

字
面
の
直
接
比
較
に
よ
る
系
統
立
て
を
求
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
従
っ
て
十
巻
本
と
の
先
後
を
論
ず
る
際
の

J

一
十
巻
本
」
テ
キ
ス
ト

は
、
巻
一
|
四
は
B
本
(
祖
形
と
の
関
係
は
寸
下
L
)

、
巻
十
は
A
本
止
両
山
寺
本
(
祖
形
と
の
関
係
は
「
上
」
)
、
巻
十
一

l
二
十
は
C
本

一
方
C
本
は
、

(
祖
形
と
の
関
係
は
寸
上
」
)
と
、
三
類
を
峻
別
し
て
比
較
す
る
必
要
が
あ
る
。

以
下
に
両
系
の
伝
本
の
比
較
の
概
略
を
示
し
て
お
く
。

O
印
は
各
範
囲
で
の
最
善
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。

北
大
文
学
部
紀
要
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倭
名
類
取
県
抄
の
十
巻
本
と
二
十
巻
本

巻巻
二
前

巻
三
前

巻
四
巻
五
巻
六
前

巻
七
巻
八
巻
九
巻
十

京
本
類
中中

後

O
中中

中

中

後

中中中
O 
中

後

中中中中中

十
巻
本

昌
平
本
中中

O 
中中中中中中

O 
中中

下
総
本
下下下下下下下下下下下下下下

尾
張
本

O 
上
O 
上

A 
本

O
上
O 
上

C 
本

O 
上
O 
上
O
上

O 
上
O 
上
O
上
O 
上
O 
上

二
十
巻
本

B 
本下下下下下

巻

-

2 

巻
3
巻
3

4 

巻
目
巻
目

118-

巻
目

12 

巻
ロ

16 

巻
目

15 

巻
4
巻
ロ

14 

巻
目

18 

第
四
巻
口
第
却



諸
本
の
系

!
(
十
巻
本
)

ー
(
二
十
巻
本
)

北
大
文
学
部
紀
要

統
的
概
略
は
次
の
よ
う
に
な
る
。(

京
本
類
)

名
古
屋
市
博
物
館
本

C 
本

京
本

昌
平
本

B 
本

松
井
本

伊
勢
本
高
松
宮
本

曲
直
瀬
本
第
二
冊

曲
直
瀬
本
第
一
冊

下
総
本

ー

本

D
本
・
ー
ー
ム
「
1
i
|
大
東
急
本



倭
名
類
衆
抄
の
十
巻
本
と
二
十
巻
本

そ
れ
で
は
以
下
に
項
目
を
立
て
て
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
双
方
の
側
か
ら
検
討
し
て
行
く
が
、
各
項
目
は
ま
ず
、
事
象
・
事
実
を
(
文
は

論
者
が
事
実
と
考
え
て
い
る
事
柄
を
)
挙
げ
、
次
い
で
十
巻
本
原
撰
説
の
場
合
は
+
説
、
二
十
巻
本
原
撰
説
の
場
合
は
廿
説
と
し
て
論

の
引
用
な
り
要
約
な
り
を
示
し
、
さ
ら
に
そ
れ
と
反
対
の
論
を
廿
説
又
は
十
説
で
示
し
、
最
後
に
、
も
し
最
初
の
事
象
・
事
実
が
訂

正
さ
れ
る
べ
き
で
あ
れ
ば
、
再
説
と
し
て
ま
と
め
る
、

と
い
う
形
式
で
記
し
て
行
く
。

-
部
門
構
成
の
比
較
1

「
十
巻
本
の
廿
四
部
の
分
類
配
列
の
大
綱
は
:
:
:
分
類
意
識
を
以
て
次
第
せ
ら
れ
秩
序
立
っ
た
整
然
た
る
体
系
で
あ
る
。
然
る
に
廿
巻
本

(
幻
)

は
局
部
的
に
は
条
理
が
立
っ
て
も
全
体
と
し
て
見
る
と
統
制
の
と
れ
な
い
う
ら
み
が
あ
る
。
」
(
矢
島
)

「
十
巻
本
は
、
二
十
巻
本
に
比
べ
て
、
意
義
分
類
の
点
で
徹
底
し
て
を
り
、
類
似
の
意
味
を
有
す
る
部
が
纏
め
ら
れ
て
ゐ
る
L

「
総
じ
て
、

二
十
巻
本
の
分
類
の
部
立
の
排
列
順
は
論
理
的
に
徹
底
し
て
ゐ
な
い
嫌
が
あ
る
L

「
二
十
巻
本
で
は
、
分
類
の
部
が
変
る
所
で
も
、
各
の
項

出
語
に
は
或
種
の
意
味
・
文
字
上
の
聯
想
の
や
う
な
も
の
で
継
続
し
て
ゐ
る
と
思
は
れ
る
点
が
あ
る
」
(
築
島
)

十
説「
廿
巻
本
の
分
類
は
・
・
・
・
・
・
十
巻
本
の
分
類
意
識
に
対
す
る
充
分
の
理
解
も
無
く
、
改
造
し
た
た
め
原
撰
者
の
条
理
あ
る
意
図
を
破
壊
す
る

も
の
も
現
れ
分
類
の
後
半
に
於
て
全
体
と
し
て
の
調
和
を
欠
く
も
の
も
生
ず
る
に
至
っ
た
。
L

(

矢
尉
)

廿
説

二
十
巻
本
は
寸
意
義
分
類
を
目
指
し
た
の
で
あ
る
が
、
」
「
諸
所
に
聯
想
的
に
筆
を
走
ら
せ
た
点
が
あ
り
、
ま
だ
意
義
分
類
の
方
針
が

徹
底
し
て
ゐ
な
か
っ
た
。
そ
れ
を
、
十
巻
本
に
改
編
す
る
際
に
、
実
現
し
て
、
類
似
の
意
味
の
部
を
極
力
集
め
て
纏
め
る
や
う
に
し
た
」



(
築
島
)

再
説

十
巻
本
の
整
備
と
二
十
巻
本
の
不
整
を
、
十
説
は
秩
序
か
ら
素
乱
へ
と
解
釈
し
、
廿
説
は
未
整
備
か
ら
整
備
へ
と
解
釈
す
る
。
(
愚

案
)

2
部
門
構
成
の
比
較
2

「
二
十
巻
本
で
は
、
そ
の
部
の
中
に
収
め
ら
れ
た
項
目
の
内
容
・
機
能
に
重
点
を
お
い
て
、
そ
れ
が
類
似
す
る
の
を
な
る
べ
く
相
隣
る
よ

う
に
並
べ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
対
し
て
、
十
巻
本
で
は
、
形
式
的
・
外
形
的
な
面
に
重
点
を
お
い
て
配
列
し
て
い
る
と
い
う
見
方
が
可
能

で
あ
る
。
」
(
築
島
)

「
二
十
巻
本
の
順
序
が
不
整
備
で
あ
る
と
は
必
ず
し
も
断
ぜ
ら
れ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
十
巻
本
は
確
か
に
形
式
的
に
は
単
純
化
し
て
い
る

と
い
え
る
が
、
そ
れ
は
外
面
的
で
あ
っ
て
、
内
実
は
却
っ
て
二
十
巻
本
の
方
が
有
機
的
だ
と
も
い
え
る
。
」
(
築
島
)
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廿
説

十
説「
廿
巻
本
は
局
部
的
に
は
条
理
が
立
つ
L

(

矢
島
)

再
説
整
備
と
不
整
の
先
後
は
両
様
に
解
釈
で
き
る
と
は
言
え
、

一
般
的
に
は
両
種
の
伝
本
が
あ
る
場
合
、
出
来
上
が
っ
た
も
の
を
後
人
が

崩
し
て
作
り
替
え
る
、
と
見
る
の
が
素
直
で
あ
る
。
そ
し
て
、
他
の
条
件
が
こ
れ
と
矛
盾
す
る
と
き
に
初
め
て
、
未
整
備
か
ら
整
備
へ
、

北
大
文
学
部
紀
要



倭
名
類
爽
抄
の
十
巻
本
と
二
十
巻
本

(
安
易
な
説
で
は
、
草
稿
か
ら
完
成
稿
へ
)
と
い
う
解
釈
が
意
味
を
持
っ
て
く
る
の
で
あ
っ
て
、
辞
書
研
究
者
に
往
々
見
ら
れ
る
「
未
整

備
か
ら
整
備
」
が
辞
書
書
承
の
原
理
で
は
な
い
。
廿
説
は
二
十
巻
本
を
不
整
と
見
る
こ
と
を
止
め
、
十
説
の
「
局
部
的
」
を
「
有
機

的
し
と
読
み
替
え
て
「
秩
序
か
ら
素
乱
へ
L

に
解
釈
し
直
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
主
要
な
論
拠
を
他
に
有
し
て
い
る
た
め
で
も

あ
る
。
(
愚
案
)

3
類
書
の
部
門
構
成
と
の
関
連

部
門
構
成
は
二
十
巻
本
の
ほ
う
が
、
『
芸
文
類
緊
』
や
『
幼
学
指
南
抄
』
と
共
通
す
る
も
の
が
多
い
。
(
築
島
)

(
お
)

「
こ
の
こ
と
は
、
二
十
巻
本
、
十
巻
本
の
先
後
関
係
を
考
え
る
上
に
参
考
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
」
(
築
島
)
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廿
説

先
行
す
る
類
書
に
共
通
す
る
も
の
が
多
い
以
上
、
二
十
巻
本
の
部
門
構
成
の
方
が
十
巻
本
の
そ
れ
に
先
行
す
る
で
あ
ろ
う
(
先
行
類

書
に
模
し
た
も
の
を
不
整
と
は
言
え
な
い
)
。
(
愚
案
)

十
説

十
巻
本
は
漢
語
抄
類
な
ど
か
ら
得
た
字
葉
材
料
を
過
不
足
無
く
分
類
し
た
た
め
、
独
自
の
部
門
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
二
十
巻
本
は

十
巻
本
を
一
般
的
な
(
漢
土
以
来
の
権
威
あ
る
)
類
書
の
形
態
に
改
め
た
た
め
、
部
門
構
成
が
先
行
し
、
空
白
と
な
る
国
郡
・
職
官
・

曲
調
・
薬
名
な
ど
の
部
門
名
に
対
し
て
和
名
と
は
言
い
が
た
い
も
の
で
穴
埋
め
し
て
形
を
整
え
た
。
(
愚
案
)



4
高
山
寺
本
の
居
処
部
第
十

高
山
寺
本
は
寸
居
処
部
第
十
」
と
な
っ
て
い
る
。

廿
説「
「
居
処
部
第
十
」
が
誤
写
で
な
い
と
考
え
る
立
場
に
立
て
ば
、
」
寸
第
十
」
は
十
巻
本
の
寸
第
六
」
と
も
、
二
十
巻
本
(
道
円
本
)
の
「
第

十
三
」
と
も
異
な
る
の
で
、
高
山
寺
本
は
増
補
か
削
減
の
途
中
段
階
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
。
し
か
る
に
高
山
寺
本
居
処
部
の
最
初
は

「
居
宅
類
百
三
十
六
」
で
こ
れ
は
二
十
巻
本
(
道
円
本
)

と
一
致
す
る

(
十
巻
本
は
二
十
七
)
。
削
減
の
過
程
で
居
処
部
第
十
三
が
、
↓

第
十
↓
第
六
と
な
る
の
に
合
わ
せ
て
居
宅
類
百
三
十
六
が
、
↓
百
三
十
六
↓
二
十
七
と
な
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
る
が
、
増
補
の
過
程
で

居
処
部
が
第
六
↓
第
十
と
な
り
、

さ
ら
に
↓
第
十
三
と
増
加
す
る
の
に
居
宅
類
の
方
が
二
十
七
↓
百
三
十
六
と
な
っ
た
後
は
、
百
三
十

六
の
ま
ま
増
加
し
な
い
と
い
う
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
「
「
居
処
部
第
十
し
を
、
十
巻
本
か
ら
廿
巻
本
へ
の
増
補
の
中
間
過
程
と
考
え

て
解
釈
す
る
道
は
、
論
理
的
に
閉
ざ
さ
れ
て
い
る
。
」
(
渡
辺
)

123 

十
説
道
円
本
の
部
門
序
数
は
道
円
が
校
訂
し
て
整
え
た
も
の
で
あ
る
。

B
本
C
本
で
は
天
部
第
一
、
地
部
第
二
、
水
部
第
三
、
歳
時
部
第

四
と
な
り
、
こ
の
後
は
数
え
直
し
で
鬼
神
部
第
三
、
以
下
疾
病
部
第
七
を
補
っ
て
、
居
処
部
は
「
第
十
二
L

で
あ
る
。
郷
里
部
は
国
郡

部
第
十
一
に
摂
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
高
山
寺
本
で
は
独
立
し
て
別
番
号
に
な
っ
て
い
る
。
高
山
寺
本
で
は
職
官
部
・
国
郡
部
も
部
序
数

途
中
段
階
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
、

か
ら
独
立
し
て
い
た
も
の
と
す
れ
ば
、
「
居
処
部
第
十
L

は
「
音
楽
部
第
九
」
に
直
結
す
る
も
の
と
な
る
。
高
山
寺
本
が
増
補
か
削
減
の

と
す
る
の
は
当
た
ら
な
い
。
(
宮
沢
)

北
大
文
学
部
紀
要



倭
名
類
衆
抄
の
十
巻
本
と
二
十
巻
本

5
神
霊
類

十
巻
本
は
天
地
部
の
中
に
神
霊
類
が
あ
る
が
、
天
地
部
の
部
頭
目
録
の
神
霊
類
の
下
に
〔
有
天
神
地
神
/
故
取
於
此
部
〕
と
あ
る
。
二

十
巻
本
は
神
霊
類
に
相
当
す
る
所
が
鬼
神
部
第
五
(
神
霊
類
と
鬼
魅
類
か
ら
成
る
)
と
な
っ
て
お
り
、
天
地
部
の
そ
の
他
の
部
分
は
天
部

第
一
、
地
部
第
二
、
水
部
第
三
と
成
っ
て
い
る
。
〔
名
古
屋
市
博
物
館
本
の
よ
う
に
、
「
二
十
巻
本
は
、
神
霊
類
に
相
当
す
る
所
が
鬼
神
部

第
三
(
神
霊
類
と
鬼
魅
類
か
ら
成
る
)

と
な
っ
て
、
天
地
部
第
一
と
は
別
に
な
っ
て
い
る
」
と
い
う
の
が
本
来
の
形
で
あ
る
。
〕

廿
説「
こ
の
「
取
於
此
部
」
と
い
ふ
匂
を
、
「
こ
の
部
に
故
ら
に
取
り
入
れ
た
L

と
い
ふ
意
に
解
す
る
な
ら
ば
、
十
巻
本
の
天
地
部
第
一
は
、

二
十
巻
本
の
天
部
第
一
・
地
部
第
二
・
水
部
第
三
を
総
括
し
て
を
り
、

-124 

そ
の
上
に
、
歳
時
部
第
四
を
隔
て
て
鬼
神
部
第
五
を
も
、
併
せ

(
却
)

て
此
の
天
地
部
に
取
り
入
れ
た
と
云
ふ
意
味
に
解
す
べ
き
で
は
な
か
ら
う
か
。
」
(
築
島
)
(
名
古
屋
本
に
従
え
ば
、
傍
線
部
は
天
地
部
第

一
、
歳
時
部
第
二
、
鬼
神
部
第
三
に
改
め
ら
れ
る
。
)

十
説
十
巻
本
の
部
門
構
成
上
、
神
霊
類
を
所
属
さ
せ
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
部
は
無
い
。
「
有
天
神
地
神
故
取
於
此
部
L

と
は
、
神
霊
類
の
中

に
は
「
天
神
L

「
地
神
」
と
い
う
条
項
が
あ
る
か
ら
天
地
部
に
取
り
入
れ
た
、
の
意
で
あ
る
。
二
十
巻
本
で
は
こ
れ
を
良
し
と
せ
ず
、
神

霊
類
を
こ
と
さ
ら
に
二
門
に
分
け
て
鬼
神
部
と
し
て
独
立
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
(
倭
名
類
衆
抄
の
部
門
構
成
で
一
つ
の
部
に
は
二
つ
以

上
の
門
が
必
要
)
(
愚
案
)



6
塵
土
類

十
巻
本
尿
条
の
糞
字
の
注
に
寸
又
糞
土
見
塵
土
類
」
と
あ
る
が
塵
土
類
は
二
十
巻
本
に
は
あ
る
が
十
巻
本
に
は
な
い
。

廿
説「
十
巻
本
を
古
形
と
見
た
場
合
、
こ
の
注
は
後
人
の
加
筆
と
見
ざ
る
を
得
な
い
が
、
二
十
巻
本
を
基
と
し
て
十
巻
本
に
改
編
し
た
と
見
る

時
は
、
自
然
な
注
記
と
解
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
L

(

築
尉
)

十
説こ
の
注
記
は
諸
本
で
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

京
本
類

口
口
口
口
口
口
口
(
空
白
)

昌
平
本

又
出
之
見
部
也
塵
土
類

曲
直
瀬
本

又
糞
土
見
塵
土
類

下
総
本

又
糞
土
見
塵
土
部

B 
本

-
(
ナ
シ
)

被
斎
は
「
此
六
{
子
似
依
那
波
本
補
入
、
而
那
波
本
却
無
之
、
疑
不
能
明
也
(
十
巻
本
の
寸
糞
土
見
塵
土
類
」
は
B
本
で
補
っ
た
ら
し

く
見
え
る
の
だ
が
、

B
本
に
は
こ
の
字
句
が
無
い
の
で
、
は
っ
き
り
し
な
い
ご
と
匙
を
投
げ
た
形
で
あ
る
。
塵
土
類
が
二
十
巻
本
に
は

あ
る
が
十
巻
本
に
は
な
い
と
す
れ
ば
、
二
十
巻
本
先
行
の
有
力
な
証
拠
と
な
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
二
十
巻
本
に
も
本
来
塵
土
類
は

無
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
な
く
は
な
い
の
で
あ
る
(
次
項
参
照
)
。
ま
た
、
愚
考
の
一
案
で
あ
る
が
、
こ
の
注
記
は
本
来
寸
又
糞
土
見
水
土

類
」
と
あ
る
べ
き
所
が
「
又
糞
土
見
水
土
部
」
と
誤
ら
れ
た
た
め
、
「
部
」
の
右
に
「
類
」
と
注
記
し
、
こ
れ
と
は
別
に
「
糞
土
」
の
釈

北
大
文
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倭
名
類
衆
抄
の
十
巻
本
と
二
十
巻
本

義
「
塵
土
也
L

を
近
傍
に
書
き
添
え
て
い
た
も
の
、

と
見
る
の
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

7
水
土
類

二
十
巻
本
系
の
高
山
寺
本
の
白
土
条
の
望
字
の
注
に
「
己
見
天
地
水
土
類
L

と
あ
る
が
水
土
類
は
十
巻
本
に
は
あ
る
が
二
十
巻
本
に
は

、
K

3

0

φ

匂
し
十
説
二
十
巻
本
を
古
形
と
見
た
場
合
、
こ
の
注
は
後
人
の
加
筆
と
見
ざ
る
を
得
な
い
が
、
十
巻
本
を
基
と
し
て
二
十
巻
本
に
改
編
し
た
と

見
る
時
は
、
自
然
な
注
記
と
解
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
(
愚
案
)

廿
説
前
項
と
逆
で
水
土
類
が
十
巻
本
に
は
あ
る
が
二
十
巻
本
に
は
な
い
と
す
れ
ば
、
十
巻
本
先
行
の
有
力
な
証
拠
と
な
ろ
う
。
し
か
し
こ

の
注
記
に
よ
っ
て
二
十
巻
本
に
も
本
来
水
土
類
が
あ
っ
た
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。
そ
の
場
合
前
項
の
塵
土
類
に
よ
る
二
十
巻
本
先
行

説
は
取
り
下
げ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
痛
み
分
け
で
あ
る
。
(
愚
案
)

8
塩
梅
類

十
巻
本
巻
四
の
塩
梅
類
五
十
八
の
下
に
寸
董
根
橘
皮
等
附
出
L

と
あ
る
が
、
二
十
巻
本
で
は
塩
梅
類
に
相
当
す
る
所
は
塩
梅
類
と
重
蒜

類
に
分
か
れ
て
い
る
。



廿
説い

の
で
、

十
巻
本
は
「
二
十
巻
本
の
「
塩
梅
類
」
「
蓋
蒜
類
」
の
二
類
を
一
類
と
し
た
が
、

一
往
「
塩
梅
類
」
と
し
て
如
上
の
注
記
を
附
し
た
L

(

築
尉
)

そ
れ
を
総
括
す
る
や
う
な
適
当
な
名
が
見
当
た
ら
な

十
説
十
巻
本
は
調
味
料
の
中
に
香
辛
料
を
含
め
塩
梅
類
(
梅
は
ウ
メ
ズ
の
こ
と
、
塩
梅
類
は
シ
オ
・
ス
類
の
意
で
調
味
料
の
こ
と
)
と
し

た
が
、
香
辛
料
を
表
す
適
当
な
名
が
見
当
た
ら
な
か
っ
た
の
で
、
「
喜
一
一
概
橘
皮
等
附
出
」
と
し
た
。
二
十
巻
本
は
塩
梅
類
を
調
味
料
に
限

り
、
香
辛
料
は
董
蒜
類
(
シ
ョ
ウ
ガ
・
ニ
ン
ニ
ク
類
)
と
し
て
独
立
さ
せ
た
。
そ
の
際
調
味
料
六
品
目
、
香
辛
料
十
三
品
目
と
ア
ン
パ

ラ
ン
ス
な
の
で
、
塩
梅
の
字
句
説
明
を
塩
梅
条
と
し
て
独
立
さ
せ
、
塩
を
白
塩
と
黒
塩
に
分
け
る
な
ど
し
て
塩
梅
類
の
条
項
を
増
や
し

た
。
(
愚
案
)
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9
条
項
の
配
列

門
内
の
条
項
の
配
列
は
十
巻
本
の
方
が
整
っ
て
お
り
、
二
十
巻
本
は
整
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。

十
説本
来
整
っ
て
い
た
も
の
を
、
転
写
や
改
編
の
際
に
乱
し
た
も
の
で
あ
る
。
(
愚
案
)

廿
説「
十
巻
本
系
の
ほ
う
が
よ
り
合
理
的
で
あ
り
整
理
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
感
ぜ
ら
れ
、
二
十
巻
本
系
の
方
が
よ
り
未
整
理
の
部
分
を
多
く
残

し
て
い
る
よ
う
に
感
ぜ
ら
れ
る
。
」
(
蔵
中
進
)
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倭
名
類
由
来
抄
の
十
巻
本
と
二
十
巻
本

「
十
巻
本
と
二
十
巻
本
と
で
項
目
配
列
の
違
い
が
見
ら
れ
る
部
分
は
、
す
べ
て
十
巻
本
の
ほ
う
が
意
義
的
に
ま
と
ま
っ
て
い
る
と
解
釈
で

き
る
。
こ
の
こ
と
を
、
ど
ち
ら
が
古
く
、

ど
ち
ら
が
改
編
さ
れ
た
も
の
か
と
い
う
問
題
と
関
連
さ
せ
る
な
ら
ば
、
二
十
巻
本
の
ほ
う
が

先
行
形
態
で
あ
り
、
十
巻
本
は
、

そ
れ
を
改
編
し
た
も
の
だ
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
逆
に
、
十
巻
本
か
ら
二
十
巻
本
が
成
立
し
た
と

す
る
な
ら
ば
、
整
っ
て
い
る
項
目
配
列
を
な
ぜ
崩
し
た
の
か
が
説
明
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
」
(
須
賀
)

+ 
説
対
立
す
る
テ
キ
ス
ト
の
一
方
が
整
い
、
他
方
が
整
っ
て
い
な
い
場
合
、

一
般
的
に
は
整
っ
て
い
た
も
の
を
転
写
の
際
に
乱
し
た
と
解

釈
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
他
の
条
件
に
よ
り
整
っ
て
い
な
い
方
が
原
形
で
あ
り
、
整
っ
て
い
る
方
が
後
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
考

と
い
う
解
釈
で
あ
る
。
整
っ
て
い
な
い
こ
と
を
未
整
理
と
解
釈
し
て
い
る
だ
け
で
あ
っ
て
、
最
初
か
ら
未
整
理
で
あ
る
と
記
述
し
て
、

128-

え
ら
れ
る
な
ら
ば
、
な
ぜ
そ
の
よ
う
に
な
る
か
説
明
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
一
つ
が
未
整
理
で
あ
っ
た
も
の
が
整
理
さ
れ
た
、

未
整
理
だ
か
ら
先
行
で
あ
る
と
い
う
の
は
論
理
の
逆
転
で
あ
る
。

倭
名
類
緊
抄
の
諸
本
間
で
条
項
の
配
列
が
異
な
っ
て
い
る
箇
所
は
少
な
く
な
い

(
校
訂
本
で
あ
る
『
筆
注
本
』
は
、

そ
れ
ら
を
整
つ

て
い
る
方
を
原
形
と
す
る
一
般
的
な
方
法
に
よ
っ
て
処
理
し
て
い
る
し
、
『
道
円
本
』
も
余
り
に
も
極
端
な
乱
れ
は
訂
し
て
あ
る
)
。
そ

れ
ら
の
大
半
を
「
整
っ
て
い
る
項
目
配
列
を
崩
し
た
L

も
の
と
し
た
ま
ま

(
つ
ま
り
『
塞
注
本
』

の
校
訂
に
異
議
を
出
さ
ず
)
、
『
筆
注

本
』
と
『
道
円
本
』
の
異
な
る
と
こ
ろ
の
み
二
十
巻
本
が
未
整
理
だ
か
ら
先
行
と
す
る
の
は
、
公
平
性
に
欠
け
る
の
で
は
な
い
か
。
(
愚

案



日
条
項
の
体
例

二
十
巻
本
で
始
め
は
「
星

説
文
云
万
物
精
上
所
生
也
〔
桑
経
反
和
名
保
之
〕
L

の
体
例
で
あ
る
が
、
巻
二
の
途
中
か
ら
十
巻
本
と
同
じ

形
式
「
星

説
文
云
〔
桑
経
反
和
名
保
之
〕
万
物
精
上
所
生
也
し
に
変
わ
る
。

廿
説

始
め
は
書
く
側
の
書
き
や
す
さ
に
よ
っ
て
い
た
が
、
途
中
か
ら
読
む
側
の
立
場
に
立
っ
て
方
式
を
変
え
た
の
で
あ
る
。
よ
り
安
定
し

二
十
巻
本
に
な
る
必
然
性
を
見
出
す
の
は
困
難
で
あ
る
。
(
望
月
)

た
方
式
で
書
き
は
じ
め
ら
れ
て
い
る
十
巻
本
を
作
り
直
し
て
、

十
説
該
当
部
分
は
二
十
巻
B
本
で
あ
る
。

B
本
に
し
か
見
ら
れ
な
い
体
裁
は
概
し
て
二
十
巻
本
内
部
で
の
改
変
の
際
に
生
じ
た
も
の
と
見

て
よ
い
。
大
方
の
二
十
巻
本
原
撰
論
者
も
こ
の
部
分
の
改
変
を
認
め
た
上
で
な
い
と
論
を
展
開
で
き
な
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で

説
得
性
に
か
け
る
論
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
二
十
巻
B
本
に
見
ら
れ
る
こ
の
種
の
体
例
は
後
人
に
よ
る
改
憲
で
あ
る
。
(
愚
案
)

日
出
典
倭
名
類
緊
抄
の
出
血
(
は
、
十
巻
本
と
二
十
巻
本
と
で
多
少
の
違
い
が
あ
る
が
、
十
巻
本
の
み
に
見
ら
れ
る
出
典
に
は
全
体
の
傾
向
と
異

一
方
、
二
十
巻
本
に
の
み
見
ら
れ
る
出
典
の
中
で
は
、
孫
価
切
韻
が
際
立
っ
て
い
る
。
(
宮
沢
)

な
る
ほ
ど
際
立
っ
た
出
典
は
な
い
。

十
説こ
れ
は
二
十
巻
本
に
孫
幅
に
よ
る
増
補
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
(
愚
案
)
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倭
名
類
取
県
抄
の
十
巻
本
と
二
十
巻
本

廿
説

た
だ
し
、
高
山
寺
本
に
は
こ
の
増
補
は
認
め
ら
れ
な
い
の
で
、
二
十
巻
本
内
部
の
伝
写
の
過
程
で
、
高
山
寺
本
以
後
に
こ
の
増
補
が

行
わ
れ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
(
宮
沢
)

再
説

こ
の
こ
と
は
直
接
、
原
撰
論
に
は
か
か
わ
ら
な
い
。
し
か
し
、
二
十
巻
B
本
と
C
本
に
は
孫
悟
に
よ
る
増
補
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、

B
本
と
C
本
が
共
に
孫
悟
に
よ
る
増
補
と
い
う
経
過
を
経
て
い
る
同
一
系
統
内
の
異
本
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は

後
の
項
目
に
関
連
す
る
。
(
宮
沢
)

130-

ロ
日
本
紀
私
記

日
本
書
紀
関
係
の
出
典
は
、
十
巻
本
は
日
本
紀
私
記
か
ら
の
引
用
の
み
で
あ
る
が
、
二
十
巻
本
は
日
本
紀
私
記
の
外
に
「
日
本
紀
云
」

と
し
て
日
本
書
紀
か
ら
直
接
引
用
し
て
い
る
。
(
蔵
中
し
の
ぶ
)

廿
説

の
「
日
本
紀
云
」
の
注
記
は
、
廿
巻
本
系
に
特
有
の
も
の
で
あ
り
、
十
巻
本
系
の
原
初
形
態
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
廿

巻
本
系
が
1

日
本
紀
L

の
引
用
に
よ
っ
て
示
す
語
は
『
日
本
書
紀
』
語
集
に
ほ
ぼ
一
致
し
て
お
り
、
:
:
:
廿
巻
本
系
の
「
日
本
紀
」
引

用
語
の
う
ち
『
日
本
書
紀
』
語
棄
に
な
い
三
例
は
、
す
べ
て
十
巻
本
系
の
「
日
本
紀
私
記
」
引
用
語
に
お
い
て
正
し
い
形
で
示
さ
れ
、

「
『
和
名
抄
』

註
文
形
態
も
整
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
『
和
名
抄
』
廿
巻
本
の
成
立
が
十
巻
本
に
先
立
つ
こ
と
を
示
す
と
と
も
に
、
両
系
統
に

は
そ
れ
ぞ
れ
別
の
撰
述
方
針
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
廿
巻
本
系
が
寸
日
本
紀
L

に
拠
っ
て
掲
出



し
た
語
例
は
、
『
日
本
書
紀
』
古
紗
本
傍
訓
と
同
様
、
種
々
の
系
統
の
訓
を
雑
然
と
し
た
ま
ま
に
含
む
も
の
で
あ
り
、

そ
の
語
形
の
性
格

を
明
確
に
示
す
も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
当
代
的
語
形
を
優
先
す
る
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
十
巻
本
系
は
「
日
本
紀

私
記
」
を
基
準
と
し
た
文
献
上
確
認
で
き
る
語
形
を
尊
重
し
、
「
日
本
紀
私
記
」
を
基
準
と
し
た
語
形
の
性
格
づ
け
を
は
か
っ
て
い
る
。

廿
巻
本
系
が
寸
日
本
紀
」
に
拠
っ
て
示
し
た
種
々
雑
多
な
訓
の
性
格
を
明
示
し
、
『
日
本
紀
私
記
』
訓
注
語
棄
を
基
準
と
し
て
整
序
し
た

も
の
が
十
巻
本
系
の
「
日
本
紀
私
記
」
引
用
条
で
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
L

(

蔵
中
し
の
ぶ
)

十
説
日
本
書
紀
語
業
群
が
廿
説
の
言
の
通
り
平
安
中
期
の
『
日
本
書
紀
』
に
関
連
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
も
、
上
述
の
論
証
で
二
十

巻
本
原
撰
説
が
展
開
で
き
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
論
証
の
過
程
に
は
無
理
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

「
日
本
紀
云
L

の
引
用
形
態
は
二
十
巻
本
の
う
ち
の
B
本
に
の
み
見
ら
れ
、

C
本
・
高
山
寺
本
に
は
見
ら
れ
な
い
。
特
に
巻
十
の
B
本
の

1

日
本
紀
L

は
高
山
寺
本
で
は
総
て
「
日
本
紀
私
記
」
に
な
っ
て
い
る
。
十
巻
本
・
二
十
巻
本
を
問
わ
ず
、
日
本
書
紀
関
係
は
本
来
す
べ

て
「
日
本
紀
私
記
」
の
引
用
な
の
で
あ
る
。

B
本
の
つ
日
本
紀
」
の
漢
字
表
記
や
和
訓
が
「
日
本
紀
私
記
L

よ
り
は
「
日
本
書
紀
」
の
本
文
と
古
紗
本
の
「
古
訓
」
に
一
致
す
る
、

と
い
う
指
摘
は
二
十
巻
本
B
本
の
改
編
が
那
辺
で
行
わ
れ
て
た
か
を
示
唆
す
る
点
で
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
「
日
本
紀
」
の
引
用
が

神
代
紀
に
集
中
す
る
と
の
指
摘
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
『
日
本
書
紀
』
語
棄
ま
た
は
『
日
本
書
紀
』
古
妙
本
傍
訓
と
い
う
の
は
中
世

の
神
代
紀
訓
読
に
関
連
す
る
も
の
で
あ
り
、

B
本
改
編
者
は
、
書
紀
語
棄
が
寸
日
本
紀
私
記
」
の
引
用
に
止
ま
る
こ
と
を
潔
し
と
せ
ず
、

日
本
書
紀
に
直
接
当
た
っ
て
書
き
換
え
た
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
。
以
下
、
廿
説
を
十
説
に
書
き
換
え
る
。

「
日
本
紀
云
」
の
注
記
は
、
二
十
巻
B
本
に
特
有
の
も
の
で
あ
り
、
十
巻
本
及
び
二
十
巻
本
の
原
初
形
態
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
二
十
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倭
名
類
取
県
抄
の
十
巻
本
と
二
十
巻
本

巻
本
B
本
が
「
日
本
紀
」
の
引
用
に
よ
っ
て
示
す
語
棄
は
『
日
本
書
紀
』
中
世
写
本
の
語
棄
に
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る

の
が
三
例
あ
る
)
。
こ
れ
ら
は
十
巻
本
及
び
原
初
二
十
巻
本
で
は
「
日
本
紀
私
記
」
か
ら
の
引
用
と
い
う
形
で
整
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と

(
一
致
し
な
い
も

は
十
巻
本
と
原
初
二
十
巻
本
の
成
立
が
二
十
巻
本
B
本
に
先
立
つ
こ
と
を
示
す
と
と
も
に
、
二
十
巻
本
B
本
に
は
十
巻
本
及
び
原
初
二

十
巻
本
と
は
別
の
撰
述
方
針
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
二
十
巻
本
B
本
が
「
日
本
紀
」
に
拠
っ
て

掲
出
し
た
語
例
は
、
『
日
本
書
紀
』
中
世
写
本
傍
訓
と
同
様
、
種
々
の
系
統
の
訓
を
雑
然
と
し
た
ま
ま
に
含
む
も
の
で
あ
り
、
そ
の
語
形

の
性
格
を
明
確
に
示
す
も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
「
日
本
紀
私
記
L

以
来
の
古
訓
よ
り
は
当
代
的
語
形
(
当
代
の
書
紀
研
究
に
よ
り
復

元
構
築
さ
れ
た
疑
似
古
代
語
)
を
優
先
す
る
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
十
巻
本
及
び
原
初
二
十
巻
本
は
「
日
本
紀
私
記
L

を
基
礎
資
料
と
し
て
そ
の
ま
ま
引
用
し
、
書
紀
語
嚢
だ
か
ら
と
い
っ
て
わ
ざ
わ
ざ
日
本
書
紀
で
確
認
す
る
と
い
う
こ
と
は
し
て
い
な
い
。

こ
の
よ
う
な
十
巻
本
及
び
原
初
二
十
巻
本
の
行
き
方
に
飽
き
足
ら
ず
、
「
日
本
紀
L

の
記
述
に
重
点
を
置
き
、
そ
の
た
め
に
日
本
紀
私
記

が
本
来
持
っ
て
い
た
役
割
を
見
失
い
、
種
々
雑
多
な
訓
を
示
す
よ
う
に
な
っ
た
の
が
二
十
巻
本
B
本
の
「
日
本
紀
」
引
用
条
で
あ
る
の

で
は
な
い
か
。
(
愚
案
)

再
説日
本
書
紀
関
係
の
出
典
は
、
十
巻
本
・
二
十
巻
本
と
も
に
日
本
紀
私
記
か
ら
の
引
用
の
み
で
あ
る
。
(
愚
案
)

日
和
訓
に
冠
す
る
和
名

倭
名
類
緊
抄
で
は
漢
籍
出
典
を
引
く
場
合
、
和
訓
に
「
和
名
」
を
冠
す
る
の
が
本
来
の
形
で
あ
る
が
、
十
巻
本
で
は
こ
の
「
和
名
L

が

脱
落
す
る
例
が
多
い
。
(
漢
籍
出
典
を
引
く
場
合
は
和
訓
に
「
和
名
」
を
冠
し
、
国
書
出
典
を
引
く
場
合
は
寸
和
名
」
を
冠
し
な
い
、
と
い



う
の
が
原
別
で
あ
る
。
)
(
築
島
)

ν
I
1
・

諸
本
ご
と
に
原
則
通
り
を

O
、
原
則
を
崩
し
て
和
一
副
の
総
て
に
「
和
名
」
を
冠
し
な
い
も
の
を
×
、
和
訓
の
総
て
に
寸
和
名
」
を
冠
す

る
も
の
を
ム
で
示
す
と
、
概
略
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

天
地
部
・
人
倫
部
等

形
体
部
・
疾
病
部
等

居
処
部
以
下

京
本

O 

× 

× 

昌
平
本

O 

× 

O 

曲
直
瀬
本
第
一
冊

O 

× 

下
総
本

O 

× 

O 

高
山
寺
本

O 
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尾
張
本

O 

× 

C 
本

O 

B 
本

ム

ム

ム

(
宮
沢
)

廿
説「
こ
の
事
実
は
二
十
巻
本
を
よ
り
古
い
形
と
考
へ
て
始
め
て
理
解
し
得
る
も
の
で
、
二
十
巻
本
で
は
こ
の
原
則
に
従
っ
て
整
備
さ
れ
て
ゐ

た
が
、
十
巻
本
の
難
波
本
〔
京
本
〕
の
如
き
形
に
改
編
さ
れ
る
際
、
「
和
名
」
の
如
き
必
ず
し
も
必
要
で
な
い
記
載
が
省
略
さ
れ
て
、
し
か

も
、
巻
第
一
と
二
に
つ
い
て
は
一
往
守
ら
れ
た
が
、
巻
第
三
以
下
は
蔑
に
さ
れ
た
結
果
、
現
存
の
や
う
な
状
態
と
な
っ
た
。
そ
し
て
又
、

同
じ
十
巻
本
で
も
、
こ
の
省
略
が
行
は
れ
ず
に
古
形
の
遺
さ
れ
た
、
林
家
本
(
昌
平
本
〕
・
天
文
本
〔
下
総
本
)
な
ど
も
存
在
す
る
の
で
あ

北
大
文
学
部
紀
要



倭
名
類
家
抄
の
十
巻
本
と
二
十
巻
本

る
、
と
解
す
べ
き
で
あ
ら
う
。
L

(

築
島
)

日
本
名
検
索
の
た
め
に
「
和
名
」
の
冠
称
が
除
去
さ
れ
た
。
十
巻
本
が
先
行
す
る
と
仮
定
す
る
と
、
「
和
名
」
の
無
い
所
に
「
和
名
」

が
冠
せ
ら
れ
る
こ
と
が
合
理
的
に
説
明
で
き
な
い
。
(
望
月
)

+ 
説

形
体
部
・
疾
病
部
等
の
「
和
名
」
は
早
く
か
ら
脱
落
し
て
い
た
が
、

そ
れ
以
外
の
部
分
で
は
十
巻
本
・
二
十
巻
本
と
も
に
原
則
は
守

ら
れ
て
い
た
。
十
巻
本
で
は
京
本
類
で
居
処
部
以
降
の
「
和
名
L

が
脱
落
し
た
。

を
冠
す
る
傾
向
が
出
た
た
め
、
原
則
が
崩
れ
た
。
(
宮
沢
)

一
方
二
十
巻
本
で
は
B
本
で
総
て
の
和
訓
に
「
和
名
」

再
説
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倭
名
類
衆
抄
で
は
、
十
巻
本
・
二
十
巻
本
と
も
に
漢
籍
出
典
を
引
く
場
合
、
和
訓
に
「
和
名
」
を
冠
す
る
の
が
本
来
の
形
で
あ
る
が
、

形
体
部
・
疾
病
部
あ
た
り
で
は
早
く
か
ら
寸
和
名
」
が
脱
落
し
て
い
た
ら
し
い
。
(
宮
沢
)

H
出
典
引
用
の
「
云
」
と
「
日
L

出
典
を
示
す
場
合
、
「
云
」
と
「
日
」
が
あ
り
、
「
人
物
に
は
「
云
」
を
用
い
、
典
籍
に
は
「
日
」
を
用
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
」
「
二
十

巻
本
『
和
名
抄
』
に
は
、
こ
う
し
た
書
き
分
け
が
行
わ
れ
て
い
な
い
。
こ
う
し
た
異
字
同
訓
を
書
き
分
け
た
の
が
『
和
名
抄
』
の
原
撰
本

も
し
く
は
書
き
分
け
が
な
く
、
混
乱
・
紛
雑
な
形
が
原
撰
本
で
あ
る
の
か
、
十
巻
本
・
二
十
巻
本
の
前
後
関
係
を
考
え
さ

せ
る
上
で
も
お
も
し
ろ
い
問
題
で
あ
る
と
思
う
。
」
(
中
田
)

で
あ
る
の
か
、



十
説

書
き
分
け
の
あ
る
の
が
本
来
で
、
十
巻
本
が
原
撰
で
あ
る
。
(
愚
案
)

廿
説

(
日
)

書
き
分
け
が
行
わ
れ
て
い
な
い
の
は
二
十
巻
本
B
本
だ
け
で
あ
る
。
二
十
巻
本
も
本
来
書
き
分
け
が
あ
っ
た
。
(
宮
沢
)

再
説

十
巻
本
・
二
十
巻
本
共
に
、
出
典
を
示
す
場
合
、
人
物
に
は
「
云
」
を
用
い
、
典
籍
に
は
「
日
」
を
用
い
て
い
る
。
(
宮
沢
)

日
馬
・
「
ウ
マ
」
と
「
ム
マ
」

松
井
本

道
円
本

馬
は
十
巻
本
で
は
「
ム
マ
L

、
二
十
巻
本
で
は
「
ウ
マ
」
で
あ
る
。

久
良
閉
元
麻

久
良
閉
宇
麻

久
呂
美
止
利
乃
元
万

久
路
美
度
利
能
宇
麻

乎
之
路
乃
元
麻

乎
之
路
能
宇
麻

元
波
比
由

宇
高
比
由

(
佐
佐
将
)

廿
説

国
語
史
的
に
寸
ウ
マ
し
が
古
く
、
「
ム
マ
」
が
新
し
い
。
二
十
巻
本
が
先
で
、
十
巻
本
が
後
で
あ
る
。
(
佐
佐
木
)

北
大
文
学
部
紀
要



倭
名
類
緊
抄
の
十
巻
本
と
二
十
巻
本

十
説

(
印
)

「
按
本
書
引
漢
語
抄
皆
作
宇
(
倭
名
類
衆
抄
で
漢
語
抄
を
引
く
と
き
に
は
馬
は
す
べ
て
「
ウ
マ
」
で
あ
る
)

L

(

根
斎
)

寸
概
し
て
成
書
か
ら
の
引
用
の
場
合
に
ウ
の
仮
名
、
ム
の
仮
名
は
和
名
抄
の
新
た
な
表
記
と
い
う
区
別
が
あ
る
よ
う
に
見
え
る
」
(
高
羽
)

京
本
類

下
総
本

B 
本

C 
本

ク
ラ
ベ
ム
マ

O 
元

O 
元

×
{
子

漢
語
抄

ク
ロ
ミ
ド
リ
ノ
ウ
マ

× 
元

↑ 

O
宇

O
宇

漢
語
抄

ブ
シ
ロ
ノ
ウ
マ

× 
元

↑ 

O
宇

O
宇
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楊
氏
漢
語
抄

ウ
マ
ヒ
ユ

× 
元

× 
元

O
宇

二
十
巻
本
優
位
の
例
は
一
例
だ
け
で
あ
る
。

十
巻
本
と
二
十
巻
本
の
対
立
本
文
で
、
例
え
ば
二
十
巻
本
の
方
が
優
位
の
本
文
が
一
つ
あ
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
直
ち
に
、
両
者
の
共

通
祖
本
が
二
十
巻
本
で
あ
っ
た
と
断
定
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
祖
本
が
十
巻
本
で
、

そ
の
箇
所
で
た
ま
た
ま
二
十
巻
本
の
方
に
の
み

本
来
の
本
文
字
句
が
伝
わ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
も
っ
と
も
そ
の
よ
う
例
が
数
多
く
あ
れ
ば
、
祖
本
が
二
十
巻
本
で
あ

る
蓋
然
性
は
高
く
な
る
。
(
愚
案
)

優
位
の
形
で
用
意
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

た
だ
し
十
巻
本
と
二
十
巻
本
の
本
文
対
立
は
一
三

O
O箇
所
に
及
ぶ
こ
と
、

に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。
(
宮
沢
)

お
よ
び
現
存
本
文
の
字
面
は
四
対
一
の
割
合
で
二
十
巻
本

再
説

馬
は
漢
語
抄
類
か
ら
引
用
し
た
場
合
に
は
「
ウ
マ
」
で
あ
る
か
、

そ
れ
以
外
は
「
ム
マ
」
で
あ
る
。
十
巻
本
・
二
十
巻
本
と
も
に
例



外
は
少
な
い
。

(
宮
沢
)

日
黍
・
「
キ
ミ
」
と
「
キ
ピ
L

黍
は
十
巻
本
で
は
「
キ
ビ
L

、
二
十
巻
本
で
は
「
キ
ミ
し
で
あ
る
。

松
井
本

道
円
本

阿
賀
岐
々
比

阿
賀
木
々
美

岐
比
乃
毛
知

木
美
乃
毛
智

久
日
岐
比

久
呂
木
々
美

(
佐
佐
木
)

(
田
)

国
語
史
的
に
「
キ
ミ
L

が
古
く
、
「
キ
ピ
」
が
新
し
い
。
二
十
巻
本
が
先
で
、
十
巻
本
が
後
で
あ
る
。
(
佐
佐
木
)

廿
説

十
説

京
本
類

下
総
本

C 
本

×
ア
カ
キ
、
ピ

O
ア
カ
キ
、
ミ

O
ア
カ
キ
、
ミ

×
ク
ロ
キ
ビ

O
ク
ロ
キ
、
ミ

O
ク
ロ
キ
、
ミ

×
キ
ヒ
ノ
モ
チ

O
キ
ミ
ノ
モ
チ

O
キ
ミ
ノ
モ
チ

十
巻
本
・
二
十
巻
本
と
も
に
「
キ
ミ
」
で
あ
る
。

(
愚
案
)

北
大
文
学
部
紀
要



倭
名
類
緊
抄
の
十
巻
本
と
一
一
十
巻
本

再
説
黍
は
十
巻
本
・
二
十
巻
本
と
も
に
「
キ
ミ
」
で
あ
る
が
、
十
巻
本
の
末
流
本
文
で
は
「
キ
ビ
」
と
し
た
も
の
が
あ
る
。
(
愚
案
)

汀
梅
・
「
ウ
メ
L

と
「
ム
メ
」

梅
は
十
巻
本
で
は
「
ム
メ
L

、
二
十
巻
本
で
は
「
ウ
メ
」
で
あ
る
。

松
井
本
元
女

道
円
本
宇
女

(
佐
佐
木
)
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廿
説

国
語
史
的
に
「
ウ
メ
L

が
古
く
、
「
ム
メ
」
が
新
し
い
。
二
十
巻
本
が
先
で
、
十
巻
本
が
後
で
あ
る
。
(
佐
佐
木
)

十
説

京
本
類

下
総
本

C 
本

×
ム
メ

↑ 

O
ウ
メ

O
ウ
メ

(
愚
案
)

再
説
梅
は
十
巻
本
・
二
十
巻
本
と
も
に
「
ウ
メ
」
で
あ
る
が
、
十
巻
本
の
末
流
本
文
で
は
っ
ム
メ
」
と
し
た
も
の
が
あ
る
。
(
愚
案
)

日
1

エ」

の
仮
名
・
「
衣
」
と
「
江
」

「
エ
」
の
仮
名
は
語
頭
お
よ
び
寸
ヒ
エ
L
H

(
回
)

「
衣
」
、
語
中
尾
「
江
L

で
あ
る
。
(
馬
淵
)



+ 
説

ノ
ラ
エ

ヌ
カ
エ

イ
ヌ
エ

カ
ラ
エ

ナ
マ
エ
ノ
キ

ア
ヲ
ヒ
エ

ユニ
タ

ヲ
ノ
ノ
エ

サ
ス
エ

イ
ヲ
ノ
フ
エ

廿
説

京
本
類

O
江
O
江
O
江
× 
衣
×
衣
O
衣
。
衣
O
江
O
江
×
衣

↓ ↓ 

下
総
本

O
江
O
江
O
江
O
江

O
江

O
江

×
衣

×
江
×
衣
×
衣

↓ ↓ ↓ ↑ ↑ ↑ 

二
十
巻

C
本

×
衣

十
巻
本
↓
二
十
巻
本

十
巻
本
↓
二
十
巻
本

十
巻
本
↓
二
十
巻
本

(
宮
沢
)

松
井
本

「
エ
」
の
仮
名
は
次
の
よ
う
に
本
来
の
ア
行
の
エ
と
ヤ
行
の
エ
の
区
別
を
残
し
た
も
の
で
あ
り
、
二
十
巻
本
が
正
例
で
あ
る
。

以
奴
江

以
乎
乃
布
衣

北
大
文
学
部
紀
要

道
円
本

以
奴
衣

伊
乎
能
布
江

×
衣
×
衣
×
衣

下
総
本
↓
そ
の
他
の
十
巻
本
↓
二
十
巻
本

O
江

二
十
巻
本
↓
十
巻
本

O
衣
O
衣
O
江
O
江
O
江



倭
名
類
爽
抄
の
十
巻
本
と
二
十
巻
本

奈
万
衣
乃
岐

奈
万
江
乃
木

奴
加
江

奴
加
衣

乃
良
江

(
佐
佐
木
)

乃
良
江

+ 
説
廿
説
で
は
十
巻
本
と
二
十
巻
本
と
が
一
致
す
る
場
合
は
、

ア
行
の
エ
と
ヤ
行
の
エ
の
発
音
の
区
別
を
失
っ
た
も
の
で
あ
り
、
語
頭
お

よ
び
「
ヒ
エ
L

H

「衣
L

、
語
中
尾
「
江
」
で
あ
る
と
し
な
が
ら
、
十
巻
本
と
二
十
巻
本
と
で
一
致
し
な
い
場
合
に
限
り
、
発
音
の
区
別
に

対
応
す
る
と
す
る
の
は
奇
妙
で
あ
る
。
(
愚
案
)

再
説ア
行
と
ヤ
行
の
エ
の
区
別
に
つ
い
て
は
、
各
資
料
に
つ
い
て
再
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
本
草
和
名
・
土
佐
日
記
な
ど
、
区
別
の
有
無

で
論
が
分
か
れ
て
い
る
。
(
愚
案
)

日
参
照
注

他
の
条
項
を
参
照
さ
せ
る
注
に
次
の
よ
う
な
例
が
あ
る
。

十
巻
本

二
十
巻
C
本

紫
苔

胡
妾
見
飲
食
部
塩
梅
類

胡
要
見
厨
部
塩
梅
類

果
蹴

核
見
果
廊
具

核
見
菓
蹴
具

牛
角

角
等
己
見
上
文

角
等
己
見
上
文
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牛
角
は
牛
馬
体
百
六
に
所
属

そ
れ
ぞ
れ
の
参
照
さ
れ
る
べ
き
条
項
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

牛
角
は
牛
馬
体
第
百
五
十
に
所
属

十
巻
本

二
十
巻
本
C
本

胡
妾

飲
食
部
塩
梅
類

果
蹴
部
果
蹴
具

獣
体
百
三

飲
食
部
董
蒜
類

菓
蹴
部
菓
具

核角

毛
群
体
第
二
百
三
十
五

い
ず
れ
も
十
巻
本
は
適
合
し
、
二
十
巻
本
は
適
合
し
な
い
。
(
宮
沢
)

十
説
十
巻
本
の
字
面
が
本
来
の
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
二
十
巻
本
に
改
編
す
る
際
な
お
し
忘
れ
た
も
の
で
あ
る
。
(
宮
沢
)
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廿
説

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
二
十
巻
本
C
本
に
の
み
か
か
わ
っ
て
い
る
か
ら
、
十
巻
本
を
二
十
巻
本
C
本
に
改
編
す
る
と
き
に
直
し
忘
れ
た

も
の
と
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
二
十
巻
本
の

C
本
と

B
本
は
異
質
の
も
の
で
あ
る
が
、
両
者
の
重
な
り
合
う
と
こ
ろ
が
な
い
た
め
、

相
互
の
系
統
関
係
は
不
明
で
あ
る
。
そ
こ
で
考
え
ら
れ
る
仮
説
は
、
二
十
巻
本
C
本
は
、
二
十
巻
本
B
本
が
後
半
部
分
を
失
っ
た
た
め

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
(
宮
沢
)

新
た
に
十
巻
本
を
改
編
し
て
補
っ
た
も
の
で
は
な
い
か
、

再
説
上
述
の
よ
う
に
孫
惜
に
よ
る
増
補
に
よ
っ
て
二
十
巻
本
B
本
と

C
本
を
共
に
同
一
系
統
内
の
異
本
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
廿

説
の
仮
説
は
成
り
立
た
な
い
。
こ
の
参
照
注
は
や
は
り
十
巻
本
原
撰
の
有
力
な
証
し
で
あ
る
。
(
宮
沢
)

北
大
文
学
部
紀
要



倭
名
類
緊
抄
の
十
巻
本
と
二
十
巻
本

加
漢
語
抄
と
倭
名
類
衆
抄

倭
名
類
緊
抄
の
序
文
で
、
勤
子
内
親
王
は
楊
氏
漢
語
抄
・
弁
色
立
成
・
日
本
紀
私
記
・
本
草
和
名
の
四
つ
の
漢
語
抄
を
挙
げ
て
、
辞
書

編
纂
を
源
順
に
命
じ
て
い
る
。
倭
名
類
緊
抄
は
こ
れ
ら
四
つ
の
漢
語
抄
を
集
成
し
、
倭
名
に
よ
っ
て
類
緊
し
た
書
(
抄
)

で
あ
る
。

十
説

十
巻
本
の
全
条
項
・
項
目
の
う
ち
に
、
こ
の
四
漢
語
抄
由
来
で
あ
る
と
確
認
で
き
る
も
の
は
五
割
以
上
あ
り
、
六
'
t
J

七
割
以
上
の
漢

語
・
和
語
が
漢
語
抄
由
来
で
あ
る
と
見
込
ま
れ
る
。
実
際
に
楊
氏
漢
語
抄
・
弁
色
立
成
・
日
本
紀
私
記
・
本
草
和
名
の
四
書
を
集
成
し

て
類
察
す
れ
ば
、
十
巻
本
の
大
概
は
構
成
で
き
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
を
原
初
形
態
と
見
る
こ
と
は
自
然
で
あ
り
、

然
、
職
官
固
郡
等
の
漢
語
抄
に
無
い
事
葉
郡
は
含
ま
れ
な
い
。
(
宮
沢
)

そ
こ
に
は
当

倭
名
類
爽
抄
の
成
立
論
は
お
お
む
ね
十
巻
本
原
撰
を
作
業
仮
説
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
成
果
の
一
つ
で
あ
る
「
漢
語
抄
類
集

成
説
L

に
対
し
て
、
二
十
巻
本
原
撰
論
の
側
か
ら
の
異
論
は
出
て
い
な
い
。
(
愚
案
)
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廿
説

二
十
巻
本
原
撰
は
概
し
て
享
受
論
の
側
か
ら
説
か
れ
て
お
り
、
成
立
論
に
対
し
て
は
無
力
で
あ
る
。
「
漢
語
抄
類
集
成
説
」
に
異
議
を

と
な
え
ず
、
な
お
か
つ
二
十
巻
本
原
撰
と
す
る
論
は
後
項
に
出
る
が
、
木
に
竹
を
継
い
だ
感
を
否
め
な
い
。
(
愚
案
)

目
二
十
巻
本
独
自
部
分
1

職
官
・
国
郡
・
曲
調
・
薬
名
等



十
説

「
二
十
巻
本
が
十
巻
本
の
増
補
で
あ
る
べ
き
一
つ
の
理
由
は
、
云
わ
ば
、
辞
書
発
展
史
的
立
場
か
ら
の
、
演
縛
論
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

即
ち
、
両
本
を
比
較
す
る
時
、
二
十
巻
本
の
プ
ラ
ス
は
、
原
則
と
し
て
、
す
べ
て
、
百
科
事
書
的
な
内
容
の
項
目
ば
か
り
で
あ
る
と
云
つ

て
よ
い
。
と
す
る
な
ら
ば
、
両
者
の
違
い
は
、
」
「
一
方
が
、

よ
り
辞
書
乃
至
字
書
的
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、

一
つ
の
発
展
と
し
て
把
握
し
得
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
、
逆
に
、
本
来
的
な
も
の
か
ら
、
百

一
方
は
、

よ
り
事
書
的

で
あ
る
と
云
う
、
質
的
な
差
異
で
あ
り
、

科
事
実
を
削
り
さ
る
と
云
う
方
向
へ
の
変
化
と
見
る
こ
と
は
、
発
展
史
を
逆
行
す
る
現
象
と
し
て
、
考
え
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
思

わ
れ
る
。
L

(

浜
田
)

廿
説
右
の
見
解
は
辞
書
発
展
史
的
立
場
と
か
、
演
緯
論
と
か
の
、
術
語
の
意
味
が
具
体
性
を
欠
い
て
い
る
た
め
、
も
う
一
つ
分
か
り
に
く

い
。
こ
れ
は
単
に
1

「
辞
書
は
字
典
か
ら
事
典
へ
と
発
展
す
る
」
と
い
う
命
題
は
「
真
で
あ
る
」
(
大
前
提
)
、

2

「
倭
名
類
粟

抄
は
辞
書
で
あ
る
。
十
巻
本
は
字
典
で
あ
る
。
二
十
巻
本
は
事
典
で
あ
る
L

(

小
前
提
)
、

3

寸
よ
っ
て
倭
名
類
緊
抄
は
十
巻
本
か

発
展
し
た
も
の
で
あ
る
し
(
演
緯
的
論
証
了
)
、
と
言
う
こ
と
を
表
現
し
て
い
る
と
解
し
て
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
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ら

二
十
巻
本
へ
と

(
愚
案
)

辺
二
十
巻
本
独
自
部
分
2

五
三
十
巻
本
多
於
十
巻
本
者
、
時
令
・
楽
曲
・
湯
薬
・
官
職
・
国
郡
・
殿
舎
凡
六
部
、
(
十
巻
本
に
無
く
二
十
巻
本
に
の
み
見
ら
れ
る

の
は
①
歳
時
部
・
②
曲
調
類
・
③
薬
名
・
④
職
官
部
・
⑤
国
郡
郷
里
部
・
⑥
居
宅
部
諸
名
の
六
部
で
あ
る
)

L

(

椴
斎
)

北
大
文
学
部
紀
要



倭
名
類
緊
抄
の
十
巻
本
と
二
十
巻
本

十
説「
時
令
一
部
訓
注
全
娘
、
楽
曲
・
湯
薬
倭
名
所
無
、
至
官
職
・
国
郡
・
殿
舎
諸
名
、
白
是
皇
国
制
度
、
雄
載
訓
語
、
巨
云
倭
名
、
皆
書
中

所
不
応
有
、
(
①
は
見
出
し
語
だ
け
し
か
な
く
、
②
③
に
は
和
名
が
無
い
、
④
⑤
⑥
は
日
本
語
(
固
有
名
詞
)
で
あ
り
、
そ
こ
に
記
さ
れ

て
い
る
読
み
仮
名
は
漢
語
に
対
比
す
べ
き
「
和
名
L

と
は
言
え
な
い
|
|
こ
の
六
部
は
い
ず
れ
も
倭
名
類
衆
抄
の
中
に
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
も
の
で
あ
る
。
)
」
(
椴
斎
)

廿
説

「
漢
文
を
読
む
た
め
の
辞
書
の
編
纂
を
依
頼
さ
れ
た
源
順
は
、
勤
子
の
要
求
を
尊
重
し
な
が
ら
、
そ
れ
を
機
に
、
自
分
で
な
け
れ
ば
作

類
、
貴
族
生
活
に
密
着
し
た
職
官
部
、
貴
人
に
の
み
役
立
つ
知
識
と
し
て
の
薬
名
類
を
立
て
た
。
こ
の
よ
う
な
こ
十
巻
本
は
、

要
求
と
は
、
ず
れ
て
お
り
、
不
必
要
な
職
官
部
等
を
削
除
し
て
「
常
識
的
な
枠
を
は
み
出
さ
な
い
「
漢
文
を
読
む
た
め
の
義
書
」
に
作
り

か
え
」
た
の
が
十
巻
本
で
あ
る
。
(
望
月
)

般
の

144 

れ
な
い
辞
書
の
編
纂
を
め
ざ
し
た
。
:
:
:
和
名
の
一
部
と
し
て
日
本
全
土
の
地
名
を
:
:
:
も
り
こ
み
」
、
琴
の
名
手
勤
子
の
た
め
の
曲
調

再
説
十
説

廿
説
と
も
に
二
十
巻
本
独
自
部
分
を
、
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
部
分
、
元
来
の
要
求
か
ら
は
外
れ
る
部
分
、
不
必
要
な
部
分
と

す
る
点
は
同
じ
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
倭
名
類
緊
抄
の
中
に
収
め
た
者
を
誰
と
見
る
か
は
違
っ
て
い
る
。
(
愚
案
)

お
国
郡
部
郷
里
部
1

「
『
和
名
抄
』
所
載
の
郷
名
は
」
「
「
古
代
郷
名
集
成
」
と
比
較
す
れ
ば
、
九
世
紀
か
ら
十
世
紀
前
半
、
こ
と
に
九
世
紀
前
半
の
状
態
と
最



も
よ
く
一
致
す
る
も
の
で
あ
り
、
」
「
郡
単
位
の
郷
数
を
「
郡
別
郷
数
の
比
較
表
」
に
て
ら
し
て
も
、
九
世
紀
こ
ろ
の
実
状
と
よ
く
一
致
す

(
印
)

る
も
の
で
あ
る
。
」
(
池
辺
)

廿
説

ー
こ
の
郷
名
が
源
順
の
時
代
即
ち
十
世
紀
よ
り
一
世
紀
早
い
、
九
世
紀
現
在
の
も
の
で
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
郷
名
を
和
名
抄

の
中
に
取
り
入
れ
た
の
は
源
順
自
身
で
あ
っ
た
と
す
る
可
能
性
を
強
く
感
じ
る
も
の
で
あ
る
。
」
(
池
辺
)

十
説九
世
紀
に
成
っ
た
原
資
料
を
、
二
十
巻
本
へ
の
改
編
者
が
利
用
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
(
愚
案
)

担
国
郡
部
郷
里
部
2

(
幻
)

「
官
職
・
国
郡
、
時
有
出
格
、
」
(
根
斎
)

国
郡
郷
里
部
に
は
ハ
行
転
呼
、
ア
・
ャ
・
ワ
行
の
混
同
な
ど
の
例
が
あ
る
。
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十
説「
則
決
知
二
十
巻
本
之
非
源
君
旧
本
、
L

(

被
斎
)

廿
説

「
高
山
寺
本
お
よ
び
道
円
本
に
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
、
《
ハ
行
転
呼
音
》
や
「
オ
」
「
ブ
」
の
語
中
に
お
け
る
混
同
な
ど
の
現
象
を
反
映

し
て
い
る
疑
問
例
は
、
他
本
の
標
記
例
と
照
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
す
べ
て
解
消
し
、
二
十
巻
本
に
も
と
も
と
存
在
し
た
可
能
性
の
な

い
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
」
(
佐
佐
木
)

北
大
文
学
部
紀
要



倭
名
類
緊
抄
の
十
巻
本
と
二
十
巻
本

十
説

二
十
巻
本
の
郷
里
部
は
本
来
高
山
寺
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
余
戸
・
駅
家
な
ど
が
省
か
れ
て
い
た
た
め
、

と
差
し
替
え
た
の
で
あ
る
。
(
宮
沢
)

B
本
は
別
の
資
料

廿
説

従
っ
て
、
他
本
で
表
記
が
正
し
い
か
ら
と
言
っ
て
高
山
寺
本
に
本
来
「
出
格
」
が
あ
っ
た
こ
と
が
否
定
さ
れ
る
訳
で
は
な
い
。
(
愚
案
)

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
種
の
「
出
格
」
は
書
写
の
過
程
で
起
こ
り
得
る
も
の
で
あ
り
、
二
十
巻
本
の
郷
里
部
に
本
来
「
出
格
」
が
無

か
っ
た
こ
と
を
、
否
定
し
得
る
も
の
で
も
な
い
。
(
愚
案
)

お
国
郡
部
郷
里
部
3

高
山
寺
本

語
頭

語
中
尾

(
回
)

の
仮
名
は
語
頭
日
「
衣
L

、
語
中
尾
「
江
し
で
あ
る
。
(
佐
佐
木
)

異
例
率

郷
里
部
の
「
エ
」

衣

四

江

四

異
例
率

0
・五

O

O 

道
円
本

語
頭

語
中
尾

衣

←l. 

/¥ 

0
・二

O

/¥ 

O 0
・
一
四
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江

七

四

O 

異
例
率

0
・
五
四

0
・0
七

廿
説

こ
れ
は
、
語
頭
H

「衣
L

、
語
中
尾
「
江
」
と
い
う
、
郷
里
部
以
外
の
「
他
の
諸
巻
に
お
け
る
こ
の
分
用
傾
向
と
パ
ラ
レ
ル
な
も
の
で

あ
り
、
原
撰
当
時
に
な
く
、
後
世
に
い
た
っ
て
追
補
さ
れ
た
部
分
で
あ
る
と
い
う
説
の
有
力
な
「
国
郡
部
」
は
、
逆
に
、
も
と
も
と
『
和

名
類
緊
抄
』
に
お
け
る
他
の
諸
巻
と
一
体
の
も
の
と
し
て
原
撰
当
初
か
ら
存
在
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
、

も
の
で
あ
る
。
」
(
佐
佐
木
)

と
い
う
推
定
を
み
ち
び
く

十
説
発
音
に
対
応
し
て
使
い
分
け
ら
れ
て
い
た
っ
衣
L

と
「
江
」
は
、
発
音
が
同
じ
に
な
る
と
、

そ
れ
以
前
か
ら
語
頭
に
し
か
現
れ
な
か
っ

た
「
衣
」
が
、
語
中
尾
に
は
使
わ
な
い
仮
名
と
み
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
郷
里
部
の
「
衣
」
と
寸
江
L

の
使
い
分
け
は
、
「
衣
L

は

語
頭
に
し
か
使
わ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
源
順
が
対
比
的
に
寸
江
L

を
語
頭
に
は
使
わ
な
い
と
し
た
用
法
に
先
立
つ
も

の
で
あ
る
。
郷
里
部
の
原
資
料
は
基
本
的
に
は
九
世
紀
中
頃
ま
で
の
実
勢
に
対
応
し
、
そ
れ
以
後
延
喜
年
間
ご
ろ
ま
で
の
変
化
に
応
じ

て
修
正
を
施
し
つ
つ
使
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
地
名
訓
も
そ
れ
ら
原
資
料
に
逐
次
延
喜
年
間
噴
ま
で
に
付
さ
れ
て
い
っ
た
も
の
で
あ

ろ
う
。
(
愚
案
)

北
大
文
学
部
紀
要
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倭
名
類
爽
抄
の
十
巻
本
と
二
十
巻
本

部
職
宮
部

(
曲
)

職
官
部
に
は
ハ
行
転
呼
の
混
同
な
ど
の
例
が
あ
る
。
(
根
斎
)

十
説「
則
決
知
二
十
巻
本
之
非
源
君
旧
本
、
L

(

板
斎
)

廿
説「
こ
れ
ら
の
例
外
は
、
「
職
官
部
L

の
な
か
の
近
接
し
た
位
置
に
集
中
し
て
現
れ
て
お
り
、
:
:
:
「
職
官
部
し
に
は
、
他
に
も
和
語
の
そ

え
ら
れ
て
い
る
項
目
は
す
く
な
か
ら
ず
あ
る
が
、

そ
れ
ら
の
和
語
に
は
同
様
の
違
例
が
み
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
:
:
:
と
な
る
と
、
こ

148-

れ
ら
の
違
例
が
寸
職
官
部
」
に
存
在
す
る
こ
と
を
も
っ
て
、
寸
職
官
部
」
そ
の
も
の
が
追
補
部
で
あ
る
こ
と
の
証
態
と
す
る
こ
と
は
で
き

な
く
な
る
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
相
互
に
接
近
し
て
あ
ら
わ
れ
る
こ
れ
ら
の
例
外
は
、
後
世
の
か
き
い
れ
あ
る
い
は
の
ち
の
か
き
か
え

で
あ
る
と
み
る
べ
き
で
は
あ
る
ま
い
か
。
こ
の
部
分
に
は
、

ま
た
無
訓
の
項
も
あ
る
こ
と
を
か
ん
が
え
る
と
、
こ
れ
ら
が
後
世
の
付
訓

に
よ
る
も
の
で
な
い
と
い
い
き
れ
な
い
の
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
れ
ら
を
例
証
と
し
て
「
職
官
部
」
は
後
世
に
お
け
る
追
加
部

で
あ
る
と
断
定
す
る
に
た
め
に
は
、
こ
れ
ら
の
違
例
が
近
接
し
た
項
目
に
出
現
す
る
事
実
に
対
し
て
納
得
し
う
る
説
明
を
あ
た
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
」
(
佐
佐
木
)

十
説
職
官
部
に
倭
名
類
緊
抄
成
立
時
に
相
応
し
く
な
い
「
出
格
」
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
-
職
官
部
が
後
世
の
成
立
で
あ
る
こ
と
、

2

本
来
「
出
格
」
は
無
か
っ
た
が
後
世
転
写
の
過
程
で
つ
出
格
L

が
生
じ
た
、
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
。
ー
の
場
合
は
二
十
巻
本
は
原
撰
で

な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

2
の
場
合
は
、

a
後
世
の
人
が
古
く
か
ら
あ
っ
た
資
料
に
よ
っ
て
職
宮
部
を
追
加
し
た
、

b
倭
名
類
家
抄



成
立
時
に
職
官
部
が
あ
っ
た
、

の
い
ず
れ
か
で
あ
る
。
違
例
が
近
接
す
る
こ
と
を
理
由
に
2

(
本
来
「
出
格
」
は
無
か
っ
た
)
と
断
じ

(
倭
名
類
衆
抄
成
立
時
に
職
官
部
が
あ
っ
た
)
が
立
証
さ
れ
る
訳
で
は
な
い
。
ま
た
、
違
例
が
近
接
し
た
項
目
に
出
現

す
る
事
実
に
対
し
て
納
得
し
う
る
説
明
が
な
い
か
ら
「
職
官
部
L

は
後
世
に
お
け
る
追
加
部
と
は
言
え
な
い
、
と
い
の
も
お
か
し
な
も

の
で
あ
る
。
「
職
官
部
L

が
倭
名
類
家
抄
成
立
時
か
ら
存
在
し
た
と
断
定
す
る
に
た
め
に
は
、
職
官
国
郡
部
が
他
の
諸
部
に
比
し
て
明
ら

か
に
異
質
な
も
の
で
あ
る
事
実
に
対
し
て
納
得
し
う
る
説
明
を
あ
た
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
の
が
実
態
な
の
だ
か
ら
。
(
愚
案
)

た
と
こ
ろ
で
b

以
上
二
六
項
に
わ
た
っ
て
見
て
来
た
が
、
大
半
は
い
ず
れ
の
原
撰
説
の
論
拠
と
も
な
し
得
ぬ
も
の
で
あ
る
。

5
神
霊
類
の
「
故
取
於
此
部
」
、

8
塩
梅
類
の
「
董
且
一
概
橘
皮
等
附
出
L

、
お
国
郡
郷
里
部
の
実
勢
(
九
世
紀
)
、

M
国
郡
郷
里
部
の
ハ
行
転

呼
、
ァ
・
ャ
・
ワ
行
の
混
同
な
ど
の
例
、
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お
郷
里
部
の
「
エ
」
の
仮
名
(
語
頭
H

「衣
L

、
語
中
尾
「
江
」
)
、
部
職
官
部
の
ハ
行
転
呼
の
混

同
例
は
厳
密
に
言
え
ば
原
撰
説
と
か
か
わ
り
が
な
い
。

4
高
山
寺
本
の
「
居
処
部
第
十
」
、

6
塵
土
類
、

7
水
土
類
は
ど
ち
ら
の
説
で
も
解

釈
可
能
で
あ
る
。
目
辞
書
発
展
史
的
立
場
は
十
巻
本
原
撰
を
前
提
に
し
て
の
解
釈
で
あ
ろ
う
。

日
馬
・
「
ウ
マ
L

と
「
ム
マ
L

の
異
例
、

日
黍
・
「
キ
ミ
」
と
「
キ
ピ
」
の
異
例
、

口
梅
・
「
ウ
メ
」
と
「
ム
メ
」
の
異
例
、

四
「
エ
L

の

仮
名
・
寸
衣
」
と
「
江
」
の
異
例
は
十
巻
本
の
末
流
本
文
に
の
み
見
ら
れ
る
現
象
で
あ
る
。
一
方
、
叩
条
項
の
体
例
の
変
化
、
日
孫
幅
に
よ

る
増
補
、
ロ
日
本
書
紀
の
引
用
、

H
出
典
引
用
の
寸
云
」
と
寸
日
L

の
異
例
は
二
十
巻
本
の
末
流
本
文
に
の
み
見
ら
れ
る
現
象
で
あ
り
、

日
和
訓
に
冠
す
る
和
名
の
異
例
は
十
巻
本
・
二
十
巻
本
双
方
の
末
流
本
文
に
見
ら
れ
る
現
象
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
除
く
残
る
事
象
の
十
巻

本
原
撰
説
、
二
十
巻
本
原
撰
説
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
の
解
釈
を
以
下
に
記
し
て
本
稿
の
ま
と
め
と
す
る
。

北
大
文
学
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倭
名
類
取
県
抄
の
十
巻
本
と
二
十
巻
本

十
説倭
名
類
家
抄
は
楊
氏
漢
語
抄
・
弁
色
立
成
・
日
本
紀
私
記
・
本
草
和
名
の
四
つ
の
漢
語
抄
を
集
成
し
、
倭
名
に
よ
っ
て
類
取
探
し
た
書
(
抄
)

で
あ
る
。
実
際
に
四
書
を
集
成
し
て
類
緊
す
れ
ば
、
十
巻
本
の
大
概
は
構
成
で
き
る
。
こ
れ
を
原
初
形
態
と
見
る
こ
と
は
自
然
で
あ
り
、

そ
こ
に
は
当
然
、
職
官
国
郡
等
の
漢
語
抄
に
無
い
事
葉
群
は
含
ま
れ
な
い
。

十
巻
本
は
、
漢
語
抄
類
な
ど
か
ら
得
た
字
棄
材
料
を
過
不
足
無
く
分
類
し
た
た
め
、
独
自
の
部
門
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
分
類

意
識
を
以
て
次
第
さ
れ
、
秩
序
立
っ
た
整
然
た
る
体
系
で
あ
る
。

廿
巻
本
の
分
類
配
列
は
局
部
的
に
は
条
理
が
立
っ
て
も
全
体
と
し
て
見
る
と
統
制
が
取
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
十
巻
本
の
分
類
意
識
に

対
す
る
充
分
の
理
解
も
無
く
改
造
し
た
た
め
、
原
撰
者
の
条
理
あ
る
意
図
を
破
壊
す
る
も
の
も
現
れ
、
分
類
の
後
半
に
於
て
全
体
と
し
て

の
調
和
を
欠
く
も
の
も
生
ず
る
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
部
門
構
成
は
二
十
巻
本
の
方
が
、
先
行
す
る
類
書
と
共
通
す
る
も
の
が

多
い
こ
と
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
二
十
巻
本
は
部
門
構
成
が
先
行
し
、
十
巻
本
を
一
般
的
な
(
漢
土
以
来
の
権
威
あ
る
)
類
書
の
形
態
に

改
め
た
た
め
、
空
白
と
な
る
国
郡
・
職
官
・
曲
調
・
薬
名
に
漢
和
対
照
と
は
言
い
が
た
い
事
棄
で
穴
埋
め
し
て
形
を
整
え
た
の
で
あ
る
。

門
内
の
条
項
の
配
列
は
諸
本
に
よ
り
異
な
る
所
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
整
っ
て
い
る
方
が
先
行
形
態
で
あ
る
。
十
巻
本
と
二
十
巻
本
と
を

比
較
す
る
と
、
十
巻
本
の
方
が
整
っ
て
お
り
、
二
十
巻
本
は
整
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
本
来
整
っ
て
い
た
も
の
を
二
十
巻
本
へ
の

改
編
の
際
に
乱
し
た
も
の
で
あ
る
。

二
十
巻
本
で
、
他
の
条
項
を
参
照
さ
せ
る
注
の
中
に
、
十
巻
本
に
の
み
見
ら
れ
る
部
門
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
は

二
十
巻
本
に
改
編
す
る
際
に
直
し
忘
れ
た
も
の
で
あ
る
。



廿
説倭
名
類
粟
抄
の
部
門
構
成
は
二
十
巻
本
の
ほ
う
が
、
先
行
す
る
類
書
と
共
通
す
る
も
の
が
多
い
。
こ
の
こ
と
は
、
二
十
巻
本
の
部
門
構

成
の
方
が
十
巻
本
の
そ
れ
に
先
行
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

総
じ
て
、
二
十
巻
本
の
分
類
の
部
立
の
排
列
順
は
論
理
的
に
徹
底
し
て
い
な
い
嫌
い
が
あ
る
。
分
類
の
部
が
変
る
所
で
も
、
各
条
項
に

は
あ
る
種
の
意
味
・
文
字
上
の
連
想
の
よ
う
な
も
の
で
継
続
し
て
い
る
と
思
は
れ
る
点
が
あ
る
。
こ
れ
は
意
義
分
類
を
目
指
し
た
の
で
あ

る
が
、
諸
所
に
連
想
的
に
筆
を
走
ら
せ
た
点
が
あ
り
、
ま
だ
意
義
分
類
の
方
針
が
徹
底
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
(
も
っ
と
も
二
十

巻
本
で
は
、
そ
の
部
の
中
に
収
め
ら
れ
た
項
目
の
内
容
・
機
能
に
重
点
を
お
い
て
、
そ
れ
が
類
似
す
る
の
を
な
る
べ
く
相
隣
る
よ
う
に
並

べ
て
い
る
と
見
る
こ
と
も
出
来
、
不
整
備
で
あ
る
と
は
必
ず
し
も
断
ぜ
ら
れ
な
い
。
)

十
巻
本
は
、
二
十
巻
本
に
比
べ
て
、
意
義
分
類
の
点
で
徹
底
し
て
を
り
、
類
似
の
意
味
を
有
す
る
部
が
纏
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
十

巻
本
に
改
編
す
る
際
に
、
意
義
分
類
を
実
現
し
て
、
類
似
の
意
味
の
部
を
極
力
集
め
て
纏
め
る
や
う
に
し
た
た
め
で
あ
る
。
ま
た
、
十
巻

本
で
は
、
形
式
的
・
外
形
的
な
面
に
重
点
を
お
い
て
配
列
し
て
い
る
と
い
う
見
方
も
可
能
で
あ
る
。

門
内
の
条
項
の
配
列
は
諸
本
に
よ
り
異
な
る
所
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
十
巻
本
と
二
十
巻
本
と
を
比
較
し
て
十
巻
本
の
方
が
整
っ
て
い
る

と
見
ら
れ
る
の
は
、
未
整
理
で
あ
っ
た
も
の
が
十
巻
本
へ
の
改
編
の
際
に
整
備
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

一
方
十
巻
本
内
部
に
見
ら
れ
る
条
項

配
列
の
異
同
は
、
二
十
巻
本
以
来
の
整
備
さ
れ
て
い
る
も
の
の
方
が
本
来
の
形
で
あ
る
。

倭
名
類
緊
抄
は
漢
語
抄
類
の
集
成
を
め
ざ
す
も
の
で
あ
っ
た
が
、
源
順
は
、

そ
の
方
針
を
尊
重
し
な
が
ら
、

そ
れ
を
機
に
独
特
の
辞
書

の
編
纂
を
め
ざ
し
、
曲
調
類
、
職
官
部
、
国
郡
部
、
薬
名
類
を
立
て
た
。
こ
れ
を
本
来
の
方
針
で
あ
る
漢
語
抄
類
の
集
成
の
形
に
改
め
た

の
が
十
巻
本
で
あ
る
。

北
大
文
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倭
名
類
衆
抄
の
十
巻
本
と
二
十
巻
本

注

1 

守
日
本
書
日
大
成
1
』
一
九
七
九
年
三
月
、
汲
古
書
院
。

正
宗
敦
夫
編
『
倭
名
類
緊
紗
』
一
九
六
七
年
八
月
、
風
間
書
房
。

京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室
『
諸
本
集
成
倭
名
類
緊
抄
本
文
編
』
一
九
六
八
年
七
月
、
臨
川
書
底
。

杉
本
つ
と
む
編
『
和
名
抄
の
新
研
究
』
一
九
八
四
年
一
月
、
桜
楓
社
。

狩
谷
望
之
『
筆
注
倭
名
類
緊
抄
』
(
一
八
二
七
年
序
、
一
八
八
三
年
四
月
、
印
刷
局
)
。
(
京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室
編
『
諸
本
集
成
倭
名
類
爽

抄
本
文
編
』
(
一
九
六
八
年
七
月
、
臨
川
書
庖
)
に
よ
る
。
)

矢
島
三
郎
「
和
名
抄
十
巻
本
と
廿
巻
本
の
分
類
の
比
較
(
分
類
意
識
を
主
と
し
て
)
」
『
国
学
』
第
5
輯
、
一
九
三
一
七
年
一
月
。

秋
本
吉
郎
「
和
名
類
衆
抄
二
十
巻
本
の
原
形
」
『
国
文
学
』
第
l
号
一
九
五

O
年
五
月
。

坂
本
太
郎
「
高
山
寺
本
倭
名
類
爽
抄
に
つ
い
て
L

(

『
地
方
研
究
論
纂
』
一
九
五
四
年
十
一
月
)
。

和
田
英
松
守
本
朝
書
籍
目
録
考
証
』
一
九
三
六
年
十
一
月
、
明
治
書
院
。

築
島
裕
「
図
書
寮
本
類
家
名
義
抄
と
和
名
類
衆
抄
」
『
国
語
と
国
文
学
』
第
幼
巻
第
7
号
、
一
九
六
三
一
年
七
月
。

沖
森
卓
也
・
倉
島
節
尚
・
加
藤
知
己
・
牧
野
武
則
『
日
本
辞
書
辞
典
』
「
和
名
類
爽
抄
」
(
林
史
血
(
)
、
一
九
九
六
年
五
月
、
お
う
ふ
う
。

京
本
中
冊
、
東
京
大
学
国
語
研
究
室
編
『
倭
名
類
衆
抄
京
本
・
世
俗
字
類
抄
二
巻
本
』
東
京
大
学
国
語
研
究
室
資
料
叢
書
目
、
一
九
八
五
年
六
月
、
汲
古
書

院。京
本
転
写
本
上
・
下
冊
、
馬
淵
和
夫
編
『
和
名
類
爽
抄
古
写
本
声
点
本
本
文
お
よ
び
索
引
』
一
九
七
三
年
六
月
、
風
間
書
房
。

伊
勢
本
、
前
掲
(
注
日
)
書
所
収
。

昌
平
本
は
現
在
所
不
明
、
転
写
本
あ
り
、
影
印
な
し
。

守
真
福
寺
本
倭
名
類
爽
抄
』
一
九
二
六
年
二
月
、
古
典
保
存
会
。

真
福
寺
本
、
前
掲
(
日
)
書
所
収
。
官
宇
和
板
本
、
前
掲
(
注
3
)
書
所
収
。

宮
津
俊
雅
「
倭
名
類
衆
抄
の
尾
張
本
に
つ
い
て
し
(
守
山
口
明
穂
教
授
還
暦
記
念
国
語
学
論
集
』
一
九
九
六
年
六
月
、
明
治
書
院
)
。

曲
直
瀬
本
は
現
在
所
不
明
、
転
写
本
あ
り
、
影
印
な
し
、

152 

2 3 4 5 6 7 8 12 11 10 9 19 18 17 16 15 14 13 



一
九
八
七
年
一
月
、
汲
古
書
院
。

41 40 39 38 37 36 35 34 33 32 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 

下
総
本
転
写
本
、
東
京
大
学
国
語
研
究
室
編
『
倭
名
類
爽
抄
天
文
本
』
東
京
大
学
国
語
研
究
室
資
料
叢
書
ロ
、

古
辞
書
叢
刊
刊
行
会
『
松
井
本
和
名
類
緊
抄
』
静
嘉
堂
文
庫
蔵
版
、
一
九
七
五
年
一
月
。

国
文
学
研
究
資
料
館
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
。

伊
勢
広
本
、
前
掲
(
注
日
)
書
所
収
。

天
理
図
書
館
善
本
叢
書
和
書
之
部
編
集
委
員
会
『
和
名
類
衆
抄
・
三
宝
類
字
集
』
(
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
和
書
之
部
第
2
巻)、

古
辞
書
叢
刊
刊
行
会
『
和
名
類
聴
取
抄
二
十
巻
本
』
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
版
、
一
九
七
三
年
一
月
。

名
古
屋
市
博
物
館
編
『
和
名
類
衆
抄
』
(
「
解
説
」
は
榎
英
一
氏
署
名
)
名
古
屋
市
博
物
館
資
料
叢
書
2
、
一
九
九
二
年
六
月
。

前
掲
(
注
6
)
。

前
掲
(
注
目
)
。

前
掲
(
注
6
)
。

前
掲
(
注
叩
)
。

築
島
裕
「
古
辞
書
に
お
け
る
意
義
分
類
の
基
準
L

(

守
口
問
詞
別
日
本
文
法
講
座
』
第
叩
巻
、
一
九
七
三
年
六
月
、
明
治
書
院
)
。

前
掲
(
注
目
)
。

前
掲
(
注
6
)
。

前
掲
(
注
訂
)
。

前
掲
(
注
況
)
。

渡
辺
実
「
和
名
類
衆
抄
・
三
宝
類
字
集
解
題
L

、
前
掲

(
M
)
室問。

富
津
俊
雅
「
倭
名
類
緊
抄
二
十
巻
本
成
立
の
一
過
程
」
『
北
海
道
大
学
人
文
科
学
論
集
』
四
号
、

前
掲
(
注
目
)
。

前
掲
(
注
目
)
。

前
掲
(
注
目
)
。

蔵
中
進
ヨ
和
名
類
衆
抄
』
の
語
業
と
配
列
」
(
『
谷
山
茂
教
授
退
職
記
念
国
語
国
文
学
論
集
』
、

一
九
八
六
年
三
月
。

一
九
七
二
年
十
二
月
、
塙
書
房
)
。

北
大
文
学
部
紀
要

一
九
七
一
年
十
一
月
。
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倭
名
類
緊
抄
の
十
巻
本
と
二
十
巻
本

47 46 45 44 43 42 

須
賀
一
好
寸
和
名
類
爽
抄
の
項
目
配
列
|
|
二
十
巻
先
行
説
を
支
持
す
る
一
つ
の
推
定
|
」
『
訓
点
語
と
訓
点
資
料
』
第

ω輯

望
月
郁
子
『
類
衆
名
義
抄
の
文
献
学
的
研
究
』
一
九
九
二
年
二
月
、
笠
間
書
院
。

宮
津
俊
雅
「
倭
名
類
軍
用
抄
諸
本
の
出
典
に
つ
い
て
L
『
北
海
道
大
学
文
学
部
紀
要
』
必
ノ
2
、
一
九
九
七
年
一
月
。

前
掲
(
注
似
)
。

前
掲
(
注
斜
)
。

蔵
中
し
の
ぶ
「
『
和
名
類
緊
抄
』
所
引
「
日
本
紀
L
「
日
本
紀
私
記
」
の
再
検
討
|
|
十
巻
本
・
廿
巻
本
の
異
同
を
中
心
に
|
|
」
『
水
門
|
|
言
葉
と
歴
史
|
l』

第
日
号
、
一
九
八
八
年
十
二
月
。

前
掲
(
注
U
)
。

築
島
裕
「
和
名
類
爽
抄
の
和
訓
に
つ
い
て
」
『
訓
点
語
と
訓
点
資
料
』
第
お
輯
、
一
九
六
三
年
三
月
。

宮
津
俊
雅
「
「
和
名
類
爽
抄
の
和
訓
に
つ
い
て
」
続
紹
|
|
和
訓
に
冠
す
る
寸
和
名
」
の
有
無
に
つ
い
て
|
|
」
(
『
築
島
裕
博
士
還
暦
記
念
国
語
学
論
集
』
一

九
八
六
年
三
月
、
明
治
書
院
)
。

前
掲
(
注
印
)
。

前
掲
(
注
必
)
。

前
掲
(
注
日
)
。

前
掲
(
注
目
)
。

中
田
祝
夫
『
日
本
の
漢
字
』
(
日
本
語
の
世
界
4
)

一
九
八
三
年
六
月
、
中
央
公
論
社
。

宮
津
俊
雅
「
倭
名
類
Bm
抄
諸
本
の
書
承
関
係
の
検
証

|
t
上
同
と
向
上
・
ウ
マ
と
ム
マ
・
衣
と
江
・
云
と
日
・
己
土
木
注
|
|
」
(
『
築
島
裕
博
士
古
稀
記
念
国

語
学
論
集
』
一
九
九
五
年
十
月
、
汲
古
書
院
)
。

前
掲
(
注
目
叫
)
。

佐
佐
木
隆
1

国
語
史
か
ら
見
た
『
和
名
類
緊
抄
』
|
|
十
巻
本
と
二
十
巻
本
の
先
後
|
|
L
『
国
語
と
国
文
学
』
第

ω巻
第
7
号、

前
掲
(
注
目
山
)
。

前
掲
(
注
5
)
。

一
九
八
三
年
八
月
。

50 49 48 56 55 54 53 52 51 60 59 58 57 

一
九
八
三
年
七
月
。



高
羽
五
郎
「
和
名
抄
が
漢
語
の
語
形
を
表
記
す
る
の
に
用
い
た
方
法
を
中
心
と
し
て
文
字
遣
か
ら
平
安
時
代
の
国
語
化
し
た
漢
字
音
を
探
る
い
と
ぐ
ち
|
|

漢
字
音
考
察
の
一
|
|
L
『
金
沢
大
学
法
文
学
論
集
』
文
学
篇
6
、
一
九
五
九
年
二
月
。

宮
津
俊
雅
「
倭
名
類
衆
抄
天
文
本
解
題
」
、
前
掲
(
注
初
)
書
。

前
掲
(
注
目
)
。

前
掲
(
注
目
山
)
。

前
掲
(
注
目
叫
)
。

前
掲
(
注
目
叫
)
。

前
掲
(
注
日
)
。

馬
淵
和
夫
『
国
語
音
韻
論
』
一
九
七
一
年
四
月
、
笠
間
書
院
。

前
掲
(
注
目
州
)
。

前
掲
(
注
目
川
)
。

前
掲
(
注
幻
)
。

前
掲
(
注
幻
)
。

前
掲
(
注
幻
)
。

前
掲
(
注
斜
)

0

宮
津
俊
雅
「
倭
名
類
緊
抄
と
漢
語
抄
」
(
守
東
京
大
学
国
語
研
究
室
創
設
百
周
年
記
念
国
語
研
究
論
集
』

浜
田
敦
「
和
名
類
緊
抄
L
(
山
田
忠
雄
編
『
本
邦
辞
書
史
論
叢
』
一
九
六
七
年
二
月
、
明
治
書
院
)
。

前
掲
(
注
5
)
。

前
掲
(
注
5
)
。

前
掲
(
注
必
)
。

池
漫
禰
『
和
名
類
衆
抄
郷
名
考
証
増
訂
版
』

前
掲
(
注
別
)
。

61 81 80 79 78 77 76 75 74 73 72 71 70 69 68 67 66 65 64 63 62 

北
大
文
学
部
紀
要

一
九
七

O
年
三
一
月
、
吉
川
弘
文
館
。
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一
九
九
八
年
二
月
、
汲
古
書
院
)
。



倭
名
類
爽
抄
の
十
巻
本
と
二
十
巻
本

90 89 88 87 86 85 84 83 82 

前
掲
(
注
5
)
。

前
掲
(
注
5
)
。

佐
佐
木
隆
ミ
和
名
類
衆
抄
』
の
「
国
郡
部
L

と
「
職
官
部
」
|
|
二
十
巻
本
原
撰
説
の
た
め
に
|
|
」
『
国
語
国
文
』
第
臼
巻
第
6
号、

宮
津
俊
雅
寸
倭
名
類
緊
抄
二
十
巻
本
諸
本
の
類
別
」
『
国
語
と
国
文
学
』
第
臼
巻
第
4
号
、
一
九
七
六
年
四
月
。

前
掲
(
注
似
)
。

前
掲
(
注
M
)
0

前
掲
(
注
5
)
。

前
掲
(
注
5
)
。

前
掲
(
注
山
田
)
。

一
九
八
三
年
六
月
。

-156 



 
 
    
   HistoryItem_V1
   TrimAndShift
        
     範囲: 全てのページ
     トリム: 同サイズ 5.709 x 8.268 インチ / 145.0 x 210.0 mm
     シフト: 無し
     ノーマライズ（オプション）: 'オリジナル'
      

        
     32
            
       D:20080109122606
       595.2756
       北大.3
       Blank
       411.0236
          

     Tall
     1
     0
     No
     511
     265
     None
     Up
     0.0000
     0.0000
            
                
         Both
         24
         AllDoc
         25
              

       CurrentAVDoc
          

     Uniform
     0.0000
     Top
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.1a
     QI+ 2
     1
      

        
     43
     44
     43
     44
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   TrimAndShift
        
     範囲: 全てのページ
     トリム: 同サイズ 5.827 x 8.268 インチ / 148.0 x 210.0 mm
     シフト: 無し
     ノーマライズ（オプション）: 'オリジナル'
      

        
     32
            
       D:20080125152023
       595.2756
       a5
       Blank
       419.5276
          

     Tall
     1
     0
     No
     431
     342
    
     None
     Down
     14.1732
     14.1732
            
                
         Both
         83
         AllDoc
         89
              

       CurrentAVDoc
          

     Uniform
     14.1732
     Bottom
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.1a
     QI+ 2
     1
      

        
     0
     44
     43
     44
      

   1
  

 HistoryList_V1
 qi2base



